【 測量士試験の部品集 】を

ダウンロードしていただき、
ありがとうございます。

　試験情報の有益な広告を配信　
ダウンロードサイトは、皆様方の
広告クリック収益で、運営しております。

最近の広告は、試験情報として
有益なものが沢山あります。
広告下の「＜ ＞」ボタンで、
表示が切り替ります。

よろしく、お願いいたします。
http://cosp.180r.com/cosp/sekokan/soku/soku2.htm
　　試験の参考書ランキング　　
測量士試験・測量士補試験の
おすすめ参考書と試験問題集を、

人気ランキング形式で紹介しております。
http://homepage2.nifty.com/303geos/soku_001.htm
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[NO.01］　誤差論

誤差01
　１観測の標準偏差

　　m=± √ [vv] / (n-1)

　　m=± √ [pvv] / (n-1)

誤差02
　最確値の標準偏差

　　m0=±m√n=±√[vv]/n(n-1)

　　m0=±m√p=±√[pvv]/[p](n-1)

誤差03
　それぞれの標準偏差

　　１観測の偏差を求めて、

　　±m√P1、±m√P2

誤差04
　和の標準偏差

　　m=±√m1^2+m2^2+m3^2

誤差05
　積の標準偏差

　　m=±√(m1×L2)^2+(m2×L1)^2

誤差06
　距離の標準偏差

　　m=±k√S

誤差07
　斜距離、高低差、水平距離の標準偏差

　　mS = h / S × mh

　　　S：水平距離

　　　h：高低差 

誤差08
　距離と角の標準偏差

　　mS=±√(cosθ)^2×mD^2+H^2×mθ^2

　　　D：斜距離

　　　H：Dsinθ

　　　mθ：a"/ρ"

誤差09
　距離と角の重量

　　Ps / Pt = (mt^2×S^2)/(ms^2×ρ^2)

　　　Ps：距離の重量

　　　ms：距離の標準偏差

　　　Pt：角の重量

　　　mt：角の標準偏差

誤差10
　測距儀の標準偏差

　　　　±10mm±5×10^(-6)×D

　D=300mの場合：

　 m = ± √10mm^2 +

            {5×10^(-6)×3×10^5mm}^2

誤差11
　対回数の標準偏差

　　r(m1)^2 = n(m2)^2

誤差12
　２対回平均値の標準偏差

　　m = ±√(m1^2+m2^2) / √2

誤差13
　セット平均値の標準偏差

　　１セットのＭＥが8mmの観測を

　　９セット行うと：

　　　m = ±8mm / √9

誤差14
　ｍ個の未知数をｎ個の観測式で

　　m0 = ±√ [pvv] / (n-m)

誤差15
　環閉合差の標準偏差

　１ｋｍ当りの標準偏差

　　M = √w^2 / S

　　　　w：環閉合差

　　　　S：全路線距離

誤差16
　往復の１ｋｍ当りの標準偏差

　　M = √1/4N × {w^2 / S}

　　　　w：各路線の往復差

　　　　S：各路線距離

　　　　N：路線数

誤差17
　水準測量は観測数の２倍である

　　n = S / 2L

　　　　L：視準距離（レベル標尺間）

　　　　S：水準点間距離

　　　　n：観測回数

誤差18
　同区間を４等分した観測精度は、起終点　を直接観測した精度の２倍である

誤差19
　位置誤差、距離誤差、角誤差

　　dr^2 = ds^2 + da^2

　　　　dr：位置誤差

　　　　ds：距離誤差

　　　　da：角誤差

誤差20
　行列式の標準偏差

　　逆行列＝Ｑ、

　　単位重量当りのＭＥ＝m0ならば、

　　　M = m0√Q

誤差21
　求点位置の精度

　　M = m√Q

　　　　m：単位重み精度（秒）

　　　　Q：図形精度

　　　　　（Ｑは小さい方が精度がよい）
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[NO.02］　三角測量

三角測量01
　○正弦定理：a/sinA=b/sinB=2R

　○余弦定理：a^2=b^2+c^2-2bc*cosA

　○面積：S=abc/4R

三角測量02
　○偏心誤差：x"=ρ"*e/S*sinA

　　　　　　　T1+x1=T2+x2

三角測量03
　○鉛直軸誤差：(v)=v*sinU*tanH

　　　v：鉛直軸傾斜角

　　　U：鉛直軸最大傾斜角と視準目標角

　　　H：視準高度角

　　・vmax=v*tanH（U=90ﾟの時）

　　・気泡管が鉛直軸に直行していない

　　・目標高低角が大きくなると

　　　誤差も大きくなる

　　・気泡偏位量で観測値を補正すると

　　　誤差は小さくなる

三角測量04
　○水平軸誤差：(i)=i*tanH

　　・水平軸が鉛直軸に直行していない

三角測量05
　○視準軸誤差：(c)=c*secH

　　・視準線が水平軸に直行していない

三角測量06
　○目盛盤の偏心誤差：外心誤差

　○視準軸の偏心誤差

　　・目盛誤差：目盛間隔が均等でないこ　　　　　　　　とによる誤差

　　　　　　　　180ﾟ／ｎずつ目盛位置を　　　　　　　　変えて観測する

三角測量07
　高度角の観測

　○既知点→求点（正）：両差は＋

　　　H2=H1+D*sinA1+i1-f2+K

　○求点→既知点（反）：両差は－

　　　H2=H1-D*sinA2-i2+f1-K

　○既知点と求点の両方→（正反）：

　　　　　　　　　両差は消去される

　　　H2=H1+D*sin1/2(A1-A2)+1/2(i1+f1)

　　　　　　　　　　　　　 -1/2(i2+f2)

三角測量08
　○両差（k=0.14程度）

　　両差＝球差－気差

　　　　　=S^2/2R-S^2*k/2R

　　　　　=S^2(1-k)/2R

　　両差＋：既知点→求点

　　両差－：求点→既知点

三角測量09
　○トランシットによる鉛直角の観測

　　α=90ﾟ-Z=90-1/2*<(360+r)-l>

　　　　α>0：高い

　　　　α<0：低い

　　　　　　r：望遠鏡右の観測角

　　　　　　l：望遠鏡左の観測角

三角測量10
　○鉛直角の補正

　　△α(秒)={(m-g)-(f-i)}/D*cosα*p"

　　　　i：トランシット高

　　　　g：測距儀高

　　　　f：目標高（トランシット）

　　　　m：反射鏡高（測距儀）

三角測量11
　○水平距離を求める式：高度角

α0=α+sin^(-1)[{(m-g)-(f-i)}/D*cosα]

三角測量12
　○傾斜補正：Cg=-h^2/2D

　　　D：斜距離

　　　D0=D-h^2/2D

三角測量13
　○投影補正：Ch=-D(H1+H2)/2R

　　　R=6370km

三角測量14
　○基準面からの距離を求める式

　　斜距離Dより（投影補正）

　　S0=D*cosα/(1+H/R)

　　　　H：平均標高

三角測量15
　○基準面からの距離を求める式

　　S=D+D*△l/l+α(t-t0)D+Cg+Ch

　　　　α(t-t0)D>0の時：＋補正

　　　　傾斜補正Cg：－補正

　　　　投影補正Ch：H>0の時は－補正

三角測量16
　○朝夕の角観測

　　・水平角：朝夕がよい

　　・高低角：朝夕は避ける

三角測量17
　○零方向、基準方向

　　・自点より高次点を採用する

　　・全方向の平均距離、平均高度を配慮

　　・北方の点を採用する
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[NO.03］　多角測量

多角測量01
　○Tb=Ta+<β>-180ﾟ(n+1)

　○ｎ辺の内角和：(n-2)180ﾟ

　○ｎ辺の外角和：(n+2)180ﾟ

多角測量02
　○倍角差、較差、観測差

　　r：正

　　l：反

　　倍角：r+l

　　較差：r-l

　　倍角差：倍角の最大最小差

　　観測差：較差の最大最小差

多角測量03
　○倍角差、較差、観測差に含まれる誤差

　　倍角差：①②③⑤

　　較　差：①②④

　　観測差：①②

　　　　　　①目標視準誤差

　　　　　　②読取誤差

　　　　　　③目盛誤差

　　　　　　④視準軸誤差

　　　　　　⑤鉛直軸誤差

　　　　　　⑥偏心誤差

多角測量04
　○新点精度：M=m√Q

　　　Q：図形の良否

　　　（Qは小さいほど図形の精度は良い）

　　　m：単位重み精度（秒）

多角測量05
　○観測方程式（その１）

　　　V=b△x1-a△y1-b△x2+a△y2+S

　　　　　a=(y2-y1)/S^2*ρ"

　　　　　b=(x2-x1)/S^2*ρ"

　　　　既知点：△x1=△y1=0

　○観測方程式（その２）

　　　V = △S + S’ - S

　　　  = a△x1 - b△y1 + S’ - S

　　　　　a=x1’/S’
　　　　　b=y1’/S’
多角測量06
　○方程式数

　　角観測数が６で、距離観測数が４なら、　　方程式数は１０

　○未知数：新点*2

多角測量07
　現地計算

　①観測値の補正計算

　　・器械高、目標高不等による高度角の　　　補正計算

　　・距離の補正計算

　　　（斜距離→直角平面距離）

　　・偏心計算：水平角、距離の計算

　②観測値良否の点検計算

　　・標高閉合差の点検計算

　　・方向角の点検計算

　　・座標値の点検計算
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[NO.04］　ＧＰＳ測量

ＧＰＳ01
　○汎地球測位システム

　　・衛星軌道半径：26,600km

　　・地球１周：１２時間

　　・軌道情報は放送暦

　　・２４個の人工衛星発信電波の内、

　　　４個以上の衛星から同時受信

　　・水平X.Y、高さZ、時間T

　　・受信機の時計誤差を考慮

ＧＰＳ02
　①単独測位

　　・観測地点の測定データを利用するだ　　　けで地点位置を求める方法

　　・航法分野：精度100m程度

　②相対(干渉)測位

　　・複数の測点で同時観測を行い、測点　　　間の相対的位置関係(距離と方向)を　　　求める方法

　　・静的測位：スタティック測位

　　・動的測位：キネマテック測位

ＧＰＳ03
　○ジオイド補正：H=h-N

　　・ＧＰＳ観測からはWGS-84系に準拠す　　　る楕円体高hが求まる

　　・ジオイド高Nを補正し楕円体高から　　　標高Hを求める

　○日本測地系：

　　・ベッセル楕円体を経緯度原点と水準

　　　原点で地球に張り付けた地平座標系

　○ITRF系：

　　・地球の重心を原点とする三次元地心

　　　直交座標系

　　・X軸は、原点からグリニッジ子午線

　　　が赤道と交わる点の方向

　　・Y軸は、原点から東経90ﾟの子午線が

　　　赤道と交わる点の方向

　　・Z軸は、地球の自転軸

ＧＰＳ04
　○座標変換

　　・WGS-84系への変換パラメータ

　　・基準点座標92、パラメータマップ

　　・座標変換プログラム：TKY2WGS

ＧＰＳ05
　○誤差

　　・電磁層伝搬遅延誤差：

　　　　　　　周波数の２乗に比例

　　　　　　　２周波(L1.L2)観測で補正

　　・対流圏伝搬遅延誤差：標準大気モデ　　　　　ル（気温、気圧、湿度）で補正

· 整数値バイアス：多重解からの

　　　　　　　基線解観測時間を確保する

　　・アンテナ高計測誤差：同機種のアン　　　　　　　　　テナを同方向に立てる

　　・時計誤差：二重位相差を計算する

　　・軌道情報誤差：精密軌道暦を用いる

　　・サイクルスリップ

ＧＰＳ06
　○基線ベクトル

　　・観測データを解析し衛星からの距離　　　差(行路差)より求める

　　・0.001mまでは

　　S^2=(X1-X2)^2+(Y1-Y2)^2+(Z1-Z2)^2

ＧＰＳ07
　○観測（干渉測位方式）

　　・観測図：セッション（同時に複数の　　　GPSを用いて行う観測）計画を記入

　　・既知点と新点を結合する閉多角形を　　　形成する

　　・異なるセッションの組合せ点検のた　　　めの多角を形成

　　・異なるセッションの組合せ点検のた　　　めの１辺以上の重複観測

　　・標高取付：楕円体高差＝高低差

　　　　　　　　　　（距離 500mまで）

ＧＰＳ08
　①スタティック法（静的）

　　・精度:数百kmで数cm

　　・測量点にアンテナと受信機を設置し、　　　全点同時にGPS電波を受信記録する

　②短縮スタティック法

　③キネマテック法（動的）

　　・既知点に１台の受信機を固定し、も　　　う１台の受信機を複数の未知点を順　　　次移動し観測する

　○観測時間

　観測時間  データ取得　衛星数

　(分以上)　 (秒以上)

①　60　 30　 4　 1.2.3.4級基準点測量

②　20　 15　 5　 　　3.4級基準点測量

③　 1　  5　 5　 　　　4級基準点測量

ＧＰＳ09
　○受信高度角：15度を標準

　　　上空視界が確保できない場合は、

　　　30度まで緩和してよい

ＧＰＳ10
　○検定

　　・国土地理院のGPS比較基線場におい　　　て観測値と基線長の差が許容範囲内　　　かを点検

　　・GPS比較基線場の使用が困難な場合　　　は、1km以上離れた2点以上の任意の　　　点を設け検定された光波等により測　　　定し、基線長とする

　　・GPS観測し基線長との差が許容範囲　　　内かを点検

ＧＰＳ11
　○機能点検

　　・光学求心装置にフラツキがなく正常　　　であること

　　・デジタル表示ランプが正常なこと

　　・モニタメーターの表示が正常範囲内　　　であること

　　・アンテナ、ケーブル、コネクターが　　　正常であること

ＧＰＳ12
　○観測値の点検

　　・基線ベクトルの環閉合差：25mm√N

　　　　異なるセッション多角形の、基線　　　　ベクトル各成分の環閉合差を計算　　　　する

　　・重複する基線ベクトルの較差：25mm

　　　　重複する基線ベクトルの各成分を　　　　比較点検する

ＧＰＳ13
　○仮定三次元網平均計算

　　・既知点１点を固定し、既知点２点以　　　上から、三次元網平均計算により求　　　める

　　・重量は、分散、共分散行列の逆行列　　　を用いる

　　・基線解析から求まる値

　　・非対角要素0、対角要素0.007m^2と　　　した値

ＧＰＳ14
　○許容範囲

　　・基線ベクトルの偏差：25mm

　　・方位角の偏差：5"

　　・斜距離の偏差：20mm+4ppmD

　　・楕円体比高の偏差：30mm+4ppmD

　　・水平位置の閉合差：

　　　　△s=10+4√N(cm)

　　　　　　△s：成果値と網平均計算で　　　　　　　　　求まる距離

　　　　　　 　N：既知点までの最短辺数

　　・ジオイド傾斜量：20+10S(cm)

　　　　　　　　　　　S：球面距離(km)

　　・新点水平位置のME：10cm

　　・新点標高のME：20cm

　　・斜距離の偏差：8cm

ＧＰＳ15
　○偏心要素

　　・偏心距離：斜距離

　　・偏心角：方位角、高低角、高低差

　　トータルステーション等は

　　　・偏心距離：基準面上の距離

　　　・偏心角：零方向と本点間の挟角

ＧＰＳ16
　○ベクトル３成分

　　　X=D*cosA*cosT

　　　Y=D*cosA*sinT

　　　Z=D*sinA

　　　　　D：斜距離

　　　　　A：高低角

　　　　　T：方位角

ＧＰＳ17
　○距離計算

　　D0=√(D＊cosA)^2+(D*sinA+i1-f2)^2

　　　　　D：観測斜距離

　　　　　a1.a2：高低角

　　　　　A=(a1-a2)/2

　　・右辺ベクトル：

　　　局所地平座標系の相対位置ベクトル

　　・左辺ベクトル：

　　　地心直交座標系の相対位置ベクトル

　　・ベクトル絶対値：右辺=左辺

ＧＰＳ18
　○新点標高決定

　　・鉛直線偏差を未知量とし、三次元網　　　平均計算より求める

　　・GPS観測と水準測量より、局所ジオ　　　イドモデルを求め、ジオイド高を補　　　正する

　　・国土地理院のジオイドモデルから、

　　　ジオイド高を補正する

ＧＰＳ19
　○利点

　　・長距離で高精度な測量が可能

　　・観測点間の視通がなくてもよい

　　・三次元的な相対位置が求まる

　　・天候障害が少ない

　　・全地球的範囲で２４時間の観測可能

　　・準拠楕円体高が求まる

　○発展

　　・航測カメラと連動することで、高精　　　度な空中三角測量が可能となり、撮　　　影標定図が自動出力きれる

　　・音響測深機と連動することで、海洋　　　調査、河川の流量流速観測が行える

ＧＰＳ20
　○ＧＰＳ

　　①選点条件：上空視界を確保する

　　②電磁波種類：電波

　　　　　　　　（マイクロ波、L1.L2帯）

　　③観測量：搬送波位相

　　　　　　　（位相差行路差、衛星距離）

　　④天候影響：受にくい

　　⑤気象測定：不要

　　⑥誤差要因：電磁層伝搬遅延誤差

　　　　　　　　対流圏伝搬遅延誤差

　　　　　　　　整数値バイアス

　　　　　　　　アンテナ高計測誤差

　　　　　　　　時計誤差

　　　　　　　　軌道情報誤差

　　　　　　　　サイクルスリップ

ＧＰＳ21
　○光波測距儀

　　①選点条件：測点間の視通が必要

　　②電磁波種類：光波

　　　　　　　　　（赤外線、可視光線）

　　③観測量：水平角、高低角、距離

　　④天候影響：受やすい

　　⑤気象測定：必要

　　⑥誤差要因：視準誤差、読定誤差

　　　　　　　　目盛誤差、気象測定誤差

　　　　　　　　器械定数誤差

　　　　　　　　反射鏡定数誤差

　　　　　　　　変調周波数誤差

　　　　　　　　位相測定誤差

測量士　チェック部品集

[NO.05］　水準測量（択一）

水準測量01
　○くい打調整

　　補正量：d=(a2-a1)-(b2-b1)

　　　　　　e=d(S+s)/S

　　　　　　　　d=0：水平

　　　　　　　　d<0：上向

　　　　　　　　d>0：下向
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水準測量02
　○誤差消去法

　　①視準軸誤差：等距離で観測する

　　②鉛直軸誤差：

　　　　・レベルを両標尺の直線上に整置　　　　　するレベル脚は特定の２脚が視　　　　　準線に平行、かつ進行方向に対　　　　　し左右交互に整置する

　　③三脚沈下誤差：

　　　　・地盤堅固な場所に整置し、後視、　　　　　前視、前視、後視と観測する

　　④零点誤差：

　　　　・偶数回観測する

　　　　・出発点に立てた標尺を到着点に　　　　　立てる

　　⑤標尺台の沈下：

　　　　・地盤堅固な場所に整置する

　　⑥球差、気差：等距離で観測する

　　⑦炎動カゲロウ：距離を短くして観測

　　⑧目盛誤差：

　　　　・標尺の上下部両端（20cm）の観　　　　　測は避ける

水準測量03
　○電子レベル、自動レベル

　　・コンペンセータと画像処理機能

　　・鉛直の傾き10'以内までは自動

　　・視準線の調整が必要

　　・気泡管の調整が必要

　　・バーコード目盛標尺とセットで使用

　　・バーコード目盛標尺の距離

水準測量04
　○標尺補正：

　　・標尺目盛誤差は目盛線位置刻印誤差　　　と温度変化による伸縮に起因し変化　　　する

　　　これらの誤差を少なくする温度補正

　　・１級、２級水準測量で行う

　　・２級水準測量の標尺補正は、水準点　　　の高低差70m以上に15ﾟCの標尺補正　　　数を用いる

　　　補正量：<A+a(t-t0)>*h

　　　　　　　A：尺定数

　　　　　　　a：線膨張係数

　　　　　　　t0：基準温度

　　　　　　　h：観測比高

　　　・0度の尺定数：A=-5μm/m

　　　・0ﾟCの線膨張係数：a=+1*10^(-6)

　　　・観測比高：h=81.55m

　　　・気温：t-t0=21度　　とすると、

　　　標尺補正＝(-5μm+21μm)*81.55

水準測量05
　○楕円補正：

　　・水準面に対する比高をジオイド面か　　　らの標高におきかえる補正

　　・１級、２級水準測量で行う

　　補正量(mm)＝-5.29*sin(ψa+ψb)*

　　　　　　　(ψb-ψa)/p"*1/2*(Ha+Hb)

　　　　(ψb-ψa)：A点→B点の場合

　　　　　　・低緯度→高緯度：－補正

　　　　　　・高緯度→低緯度：＋補正

水準測量06
　○渡河水準測量（不等距離観測）

　　誤差：

　　　・視準線誤差、球差は消去できる

　　　・気差は対岸に水準儀を移動し観測　　　　することで、小くできる

　　　・正反観測を２台同時に行う

　　　・気象の安定した時期に観測する

　　　・両岸の観測点は、地形の類似した　　　　場所、水面から高い場所で行う

　　選点：

　　　・両岸高低差：1m以内

　　　・視準線：水面から3m以上

　　　・両岸観測点：岸に近く、地形の類　　　　似した、地盤堅固な断崖等を選定

　　方法：

　　　・観測回数：４セット以内／日

　　　　　　（日出、日没の２時間を除く）

　　　・セット観測間隔：30分以上

　　　・T=2S

　　　・n=4T

　　　・白線幅：4S(cm)

　　　　　　　T：観測日数

　　　　　　　S：観測距離(km)

　　　　　　　n：観測セット数

水準測量07
　①交互水準測量

　　・標尺に目盛板を取付、これを上下し、　　　レベル視準線と一致させ、標尺目盛　　　を読取り、高低差を求める

　　・目標板：２枚

　　・水準儀：１台

　　・両岸を交互に移動し観測する

　　・１級水準測量：300m以内

　　・２、３、４級水準測量：450m以内

　　・（自岸観測１回＋対岸観測５回＋

　　　　自岸１回）のセットを両岸で行う

　　・１視準1mm読定

水準測量08
　②俯仰ネジ法

　　・標尺に目盛板を２枚取付、その間隔　　　をレベルの俯仰ネジ（傾動ネジ）目　　　盛による観測で高低差を求める

　　・目標板：４枚

　　・水準儀：２台

　　・俯仰ネジ目盛読取：

　　　　　１級、２級水準測量：2km以下

　　・自岸で１視準１読定＋対岸目標板下　　　で１視準１読定＋レベル水平位置で　　　１視準１読定＋対岸目標板上で１視　　　準１読定

　　・往復５回両岸で行う

　　○水準儀：４台（5km以内）

　　　・各岸の両水準儀の視準線を正しく　　　　調整すれば、自岸のみで視準線誤　　　　差を消去でき、対岸へ移動しなく　　　　てよい

　　　・両岸から同時観測すれば、気差を　　　　近似的に消去できる

水準測量09
　○環条件式数＝路線数－小環数－１

　　・既知点が１点：式の数は最小環数

　　・既知点が複数：式数は環数＋

　　　　　　　　　　　　　既知点結合数

　　・求点のみ：環条件式はない

水準測量10
　○観測方程式（３路線）

　　　V=aX1+bX2+l

　　　　　aの計＝０

　　　　　bの計＝０

　　　　　L：補正値の計

　　　　　P：重量の計

　　　Paaの計＝①

　　Pabの計＝②

　　Palの計＝③

　　　Pbbの計＝④

  　　Pblの計＝⑤　　とすると

　○正規方程式

　　　①X1+②X2+③=0

　　　②X1+④X2+⑤=0

水準測量11
　○変動補正

　　・地盤沈下は観測作業中も進行するた　　　め、基準日に全路線の全観測は不可　　　能である

　　　そのための基準日に引きなおす補正

水準測量12
　○地盤沈下調査

　　・単期間で行う

　　・前年度と同一時期に行う

　　・前年度と同一地域で行う

　　・１級水準測量の精度を確保する

　　・再測は時期を遅らせず速やかに行う

　　調査事項：変動が大きい水準点は、

　　・前回と今回の観測間に他機関での移　　　転、改埋がないかを確認する

　　・人為的、自動車、その他工事等の移　　　動がないかを確認する

　　・傾斜を確認する

　　・検測を実施し観測値を確認する

　　補正計算：

　　・異なる観測高低差を統一基準日の観　　　測高低差に引きなおす補正

　　・変動速度を一定と仮定し観測値を基　　　準日の値に引きなおす補正

水準測量13
　○験潮（検潮）

　　・基準平均海面を決定するため海面の　　　昇降を観測する作業

　　・連続的して、長期間行う

　　・標高決定の資料とする

　　・地殻変動、地盤沈下調査の資料とす　　　る

　　・長期間の観測から調和解析を行い、　　　潮汐の周期的要素を求め、潮位予報　　　を行う

　　・潮位の異状等から高潮等の予報を行　　　う

　　・地域的港湾、河川工事の資料とする

　　・その他、科学的研究資料とする

測量士　チェック部品集

[NO.06］　地形測量

地形測量01
　○平板測量の順序

　　①計画

　　　・作業計画、工程表の作成

　　　・測量範囲の決定、図葉割図の作成

　　②基準点測量

　　　・調査、設置

　　③基準点の展開

　　　・平板図郭の記入、

　　　・展開諸元の作成、展開

　　④細部測量

　　　・平板素図、資料の収集

　　⑤編集（平板原図）

　　⑥製図（清絵原図）

　　⑦点検

地形測量02
　○放射法：

　　座標差から点間距離と方向角を求める

地形測量03
　○交会法

　　・前方交会法：既知点から未知点を求　　　　　　　　　める

　　・後方交会法：未知点から既知点を求　　　　　　　　　める

　　・側方交会法：既知点と未知点より、　　　　　　　　　他既知点から未知点を　　　　　　　　　求める

　　・外接円上：後方交会法は適さない

　　・基準点線上：前方交会法、側方交会　　　　　　　　　法、後方交会法は適さ　　　　　　　　　ない

　　・視通が無い場合：放射法のみ可能

地形測量04
　○示誤三角形

　　・内接円直径0.4mm以内：円中心を求　　　　　　　　　　　　　　点とする

　　・平板標定不良：致心誤差、整置誤差、　　　　　　　　　　定位誤差

　　・方向線誤差：観測誤差、描画誤差、　　　　　　　　　基準点展開描画誤差、　　　　　　　　　交会角が小さすぎる

地形測量05
　○外心誤差（角）＝e/S

　○転位誤差（距離）＝e/m

　　・水平位置誤差：Sは無関係

　○致心誤差（角）＝偏心計算のx"

　○水平位置誤差：Sは無関係

　　　　e：偏心距離（致心誤差）

　　　　m：分母値

　○致心誤差の許容：分母の1/100cm

　　・致心20cmなら1/2000

　　・1/300なら3cm

地形測量06
　○位置誤差（距離誤差、角誤差による）

　　　dr^2=ds^2+da^2

　　　　　dr：位置誤差

　　　　　ds：距離誤差

　　　　　da：角誤差

地形測量07
　○距離に影響する誤差

　　・視準孔誤差、視準糸誤差

　　・平板定位の不良

　　・前視準板の左右傾き

地形測量08
　○高さに影響する誤差

　　・基準線が水準器軸に平行でない

　　・視準板の目盛不良

　　・前視準板の前後の傾き

　　・平板の整置不良

地形測量09
　○スタジア測量の精度：

　　　　　　　　測定距離の２乗に比例

　　　dS=S^2(dn2-dn1)/(100*l)

　　　dSmax=S^2*dnmax/(100*l)

　　　　　　l：上下目盛板間隔

地形測量10
　○スタジア測量（トランシットによる）

　　　S=K*l*cos^2ψ+C*cosψ

　　　△h=K*l*sinψ*cosψ+C*sinψ

　　　　　　K：乗定数

　　　　　　C：加定数

地形測量11
　○等高線誤差：dS=1/M*dh*cotψ+dl

　　　　1/M：縮尺

　　　　dh：高さ誤差

　　　　dl：平板点水平位置の図上誤差

地形測量12
　○道線法：m0=dr√n

　○水平位置誤差：dr=√l^2*da^2+dl^2

　　　　n：辺数

　　　　l：節点間距離

　　　　da：角誤差

　　　　dl：距離誤差

地形測量13
　○孔と糸の誤差：△max=(R+d)/l

　　　　R：視準孔の半径

　　　　d：視準糸の半径

　　　　l：両視準板距離

地形測量14
　○平板誤差＝距離誤差＋分画誤差

　　・dr^2=ds^2+da^2ではない

地形測量15
　TSによる地形地物の測定

　　○オンライン方式：

　　　・測定時に携行する図形編集装置と

　　　　TSをオンラインで直結

　　　・測定結果を図形編集装置に

　　　　直接図示

　　　・図形編集機能を用いて編集、点検

　　　　を行い、出力図を作成する

　　○オフライン方式：

　　　・測定時にデータ取得のみを行う

　　　・図形編集装置にデータを入力

　　　・図形編集機能を用いて編集、点検

　　　　を行なう

　　○地形は、地性線、標高値を測定し、

　　　図形編集装置により等高線描画する

　　○地形図原図の作成

　　　・編集済データをもとに

　　　　自動製図機を用いて作成する

　　　・編集済データの出力図を

　　　　透写製図して作成する

測量士　チェック部品集

[NO.07］　写真測量

写真測量01
　○縮尺：f/H=l/L

　○標高hの縮尺：f/(H0-h)

　○ひずみ：dr=r*h/H

写真測量02
　○オーバーラップ P(60%)：(a-b)/a*100

　　　　H*(100-OL) = H'*(100-OL')

　○サイドラップ q(30%) ： (a-c)/a*100

　　　　H*(100-SL) = H'*(100-SL')

　○主点基線長：b=a*(1-P/100)

写真測量03
　○撮影間隔：B=a*mb*(1-P/100)

　○ｺｰｽ間隔：C=a*mb*(1-q/100)

　○１コース枚数：N=Y/B+1(+3)

　○コース数：n=X/C

　　　Y=東西距離(km)　　X=南北距離(km)

　○撮影基準面より標高が高くなると：

　　・縮尺の分母値が大きくなる

　　・オーバーラップが小さくなる

　　・高い点は外側に、低い点は内側に、　　　ひずむ

写真測量04
　○視差：P=f*B/H 

　　・f/H=P/Bより求める

　○視差差：dp=Pa-Pb=b*dh/H

　　・比高dh：H*dp/bより求める

　　　　　Pa：A点視差

　　　　　Pb：B点視差

写真測量05
　○カメラ傾きひずみ

　　　ds=S^2*sinψ*cosA/f

　　　　　S：等角点から求点の距離

　　　　　ψ：カメラ傾斜角

　　　　　A：最大傾斜線と求点との角度

写真測量06
· 移動ずれ量

　　＝航空機移動量／ｼｬｯﾀｰ速度の分母値

　　　　　　　　　　　　　　　　＊1/mb

写真測量07
　○等高線間隔：△h=H/C

　　　　H：撮影高度

　　　　C：Ｃファクター

写真測量08
　○図化機の画面距離：f=f0*r/r0

　○図化機補正量：△f=(r-r0)/r0*f0

写真測量09
　○１グラード(g)=90ﾟ/100=0.9ﾟ

　○1cg=1g/100=0.009ﾟ

写真測量10
　○残存縦視差：2p1-p3-p5=2p2-p4-p6

　　・dh：f*撮影基線長*(p2-p1)/(p1*p2)

　　・位置：　p3　　p4

　　　　　　　p1　　p2

　　　　　　　p5　　p6

写真測量11
　○過量修正係数：1/2(z^2/d^2-1)

　　・ｶﾒﾗ画面距離、図化機構造で異なる

写真測量12
　○写真測量の工程

　　①標定点測量

　　②対空標識設置

　　③撮影

　　④刺針

　　⑤現地調査

　　⑥空中三角測量

　　⑦図化

　　⑧編集

　　⑨現地補測

　　⑩製図

写真測量13
　○図化機の標定順序

　　①内部標定

　　②相互標定

　　③対地標定

写真測量14
　○ブロック調整

　①ｾﾙﾌ無ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ法：内部標定、写真座標

　②独立モデル法：相互標定、モデル座標

　③多項式法：　　接続標定、コース座標

　　・精度、計算量、誤差検出の難易度：　多項式＜独立モデル＜セルフ無バンドル

写真測量15
　○標定点の配置

　　・ブロックの各隅、またはその周辺

　　・ブロック内に均一に配置する

　　・標高標定点はコースに数路線を直交　　　して配置する

写真測量16
　○解析図化機

　　・指標観測が重要

　　・伸縮、曲率、屈折の補正が容易

　　・どんなステレオ写真でも可能

　　・アナログ機は限定される

　　・デジタル、アナログともに可能

写真測量17
　○標定要素

　　・シフトグループ：κ1、κ2、by

　　　　　　　　　　　　必要数２

　　・スケールグループ：ψ1、ψ2、bz

　　　　　　　　　　　　必要数２

　　・オメガグループ：ω

　　　　　　　　　　　　必要数１

写真測量18
　○パスポイント

　　・平坦な場所に配置

　　・３枚の連続写真上に配置

　　・主点付近に１点、主点基線に直角で　　　等距離の位置に２点配置

　○タイポイント

　　・隣接コースに重複して配置

　　・１直線上に配置しない

　　・パスポイントと兼用してよい

　　・解析機のコンパレタを使用した密着　　　ポジの点刻は実体視しながら行う　　　　（パスポイント、タイポイント共に）

写真測量19
　○対空標識、対地標識

　　・対空標識は天頂45度以上の視界を確　　　保する

　　・ぶれ補正装置を使用する場合は、撮　　　影縮尺の80%を限度として小さくし　　　てよい

　　・撮影基準面はコースごとに設定して　　　よい

　　・対地標定は、全パスポイント、三角　　　点、水準点に配置する

写真測量20
　○マップデジタイズ：

　　・既存地図情報を数値化しディジタル　　　地図データを作成する

　○ディジタルマッピング：

　　・空中写真測量等の図化の段階で、解　　　析図化機等を用いて数値化し、ディ　　　ジタル地図データを直接取得する

写真測量21
　○ベクターデータ：線情報

　○ラスタデータ：面情報

写真測量22
　○１インチ：25.4mm

　○ＲＧＢの３色：(dpi-bit)の３倍

写真測量23
　○リモートセンシング

　　・可視光線、赤外線、マイクロ波

　　・広域的に標高データを取得できる

　　・時系列に、経年変化を把握できる

写真測量24
　○左右の標高差：dh=f*B*(1/br-1/bl)

　　　　br：右基線長

　　　　bl：左基線長

　　　　B：実基線長

　　　　f：画面距離

写真測量25
　○対空標識の偏心

　　・基準点等に対空標識を設置するのが

　　　困難な場合

　　　（地形状況、土地所有者の許可）

　　・基準点周辺の障害物除去が困難な場

　　　合（高木・建物、45ﾟ以上の視界）

　　・対空標識が明瞭に写らない可能性の

　　　ある場合（周囲の色との識別）

　　・対空標識の設置が交通等に支障を与

　　　える場合

　　　（道路沿い、住民生活に支障）

　○偏心要素の測定

　　・既知点法：距離、測定回数、較差が

　　　　　　　　許容範囲内であること

　　・太陽法：太陽高度が50ﾟ以上の時刻

　　　　　　　に観測

　　・磁針法：地磁気局所異常がない場所

　　　　　　　地上１m以上の高さ

　　　　　　　地区単位に平均して算出

写真測量26
　○人工衛星の標高精度 =

　　　高度 / 軌道間距離 × 地上分解能

測量士　チェック部品集

[NO.08］　地図編集

地図編集01
　○等高線間隔

　　　　　　　　　主曲線　　　　計曲線

　　1/2,500：　　　 2m　　　　　10m

　　1/5,000：　　　 5m　　　　　25m

　　1/10,000(平地)：2m　　　　　10m

　　1/10,000(山地)：4m　　　　　20m

　　1/25,000：　　 10m　　　　　50m

　　1/50,000：　　 20m　　　　 100m

　　1/200,000：　 100m　　　　 500m

　　1/500,000：　 200m　　　　1000m

地図編集02
　○三角点記号

　　1/25,000： １、２、３、４等三角点

　　1/50,000： １、２、３等三角点

　　1/200,000：１、２等三角点

地図編集03
　○図隔の大さ

　　　　　　　　　経度差　　　緯度差

　　1/25,000： 　  7'30"　 　　 5'

　　1/50,000：  　15' 　　　　 10'

　　1/200,000： 　 1ﾟ  　　　　40'

　○展開誤差

　　　辺長：0.2mm（基準点）

　　　対角線：0.4mm

地図編集04
　○平面直角座標系

　　・横メルカトール図法：

　　　　　　　　　1/2,500の国土基本図

　　　　　　　　　1/5,000の国土基本図

　　・南北適用範囲：N25ﾟ～N45ﾟ

　　・１図葉区画形：長方形

　　・投影範囲：

　　　　　日本国土を１９の座標系に分割

　　・座標原点：　X=0、北＋、南－

　　　　　　　　　Y=0、東＋、西－

　　・図隔線表示：

　　　　　平面直角座標の原点からの距離

　　・高さ表示：平均海面からの高さ

　　・縮尺係数：

　　　　原点では0.9999

　　　　中央子午線より、90kmで1.0、

　　　　　　　　　　　　130kmで最大

　　・区画実面積（１図葉の）

　　　　　　横(km)　縦(km)　面積(km2)

　　　1/2,500： 2 　　1.5 　　 3

　　　1/5,000： 4  　 3　　　 12

地図編集05
　○ＵＴＭ座標系

　　・ユニバーサル横メルカトール図法：

　　　　　　　　　　1/25,000の地形図、

　　　　　　　　　　1/50,000の地形図

　　・南北適用範囲：S80ﾟ～N80ﾟ

　　・１図葉区画形：不等辺四辺形

　　・投影範囲：経度を6ﾟの帯に投影

　　・原点：129ﾟ、135ﾟ、141ﾟ、147ﾟ

　　・座標原点：

　　　各ゾーンの中央経線と赤道との交点

　　　　縦軸方向N、横縦軸方向E

　　　　北半球：N=0m、E=500km

　　　　南半球：N=10,000km、E=500km

　　・図隔線表示：経度、緯度

　　・高さ表示：平均海面

　　・縮尺係数：原点は0.9996、

　　　　　　　　1.000は原点から横180km

　　・区画実面積（１図葉の）＝

　　　　　　　　　（経度差）×（緯度差）

　　　　1/25,000：7'30"*5'＝約100km2

　　　　1/50,000：15'*10'＝ 約400km2

　　・等高線間隔

　　　　1/25,000：10m

　　　　1/50,000：20m

　　・中央経線に対称

　　・裂目なくつぎ合せ可能

　　・方位角＝方向角－真北方向角

　　　　　　　（東は－、西は＋）

地図編集06

　○縮尺係数＝s/S＝平面距離／球面距離

地図編集07
　○作業工程

　　①基図

　　②Ｖzフィルム作成

　　③貼合せモザイク

　　④編集描画

　　⑤編集原画

　　⑥製図

　　⑦複製

　　⑧印刷図

地図編集08
　○作業工程（1/50,000）

　　①基図

　　②編集用ベースの図郭展開

　　③編集描画（編集素図）

　　④写真撮影（編集原図）

　　⑤スクライプ（製図）

　　⑥製版印刷

地図編集09
　○転位

　　・水準点、標高点は転位してよい

　　・三角点は転位しない

　　・両方を少しづつ転位する

　　・１方を真位置に転位しない

　　・無形線は転位してよい

　　・有形線は転位しない

　　・人工物は転位してよい

　　・自然物は転位しない

　　・図上1.2mmまで転位してよい

地図編集10
　○描画順

　　　三角点、河川道路、水準点、建物、

　　　等高線、行政界、植生

地図編集11
　○図法

　　・正角図法：方位と形は正しい、

　　　　　　　　面積は著しくひずむ

　　・正距図法：経線上の縮尺は正しい

　　・正積図法：形は著しくひずむ

　　・正積図法と正角図法は

　　　　　　　　　　同時に満足できない

地図編集12
　○ディジタル修正システム

　　　　　（ラスタデータ）

　　①予察

　　②現地調査

　　③数値編集

　　④点検用カラー印刷

　　⑤地形図データ点検

　　⑥地形図データ送り

　　⑦校正図出力

　　⑧製版フィルム出力

　　⑨ＰＳ版作成

地図編集13
　○地図情報レベル250：縮尺1/250

地図編集14
　○ディジタルマッピング

　　利点

　　・数値地図データが得られ、目的に　　　　応じた多様な地図表現が可能である

　　・更新は全面書直しでなく、変化部分　　　の修正だけでよい

　　・三次元的な数値情報が整備され、地　　　図データの利用分野が広がる

　　発展

　　・各施設や都市計画等の基本情報が一　　　元的に管理できる

　　・コンピュータによる地図情報管理に　　　利用できる

　　・任意条件を与えることで地図関連デ　　　ータの検索、集計、出力が可能であ　　　る

地図編集15
　○ディジタル化

　　・迅速な大量データの処理が可能であ　　　る

　　・転送されたデータは計算、記憶され、　　　検索、追加、削除、修正、出力等が　　　容易に行える

　　・保管場所が小さくてすむ

　　・用紙が節約できる

　　・地図情報データ取得時の精度が確保　　　され、後続工程で損なわれない

　　・任意に多様な出力が可能である

　　・計画、調査、設計、管理の幅広い分　　　野で利用できる

地図編集16
　○ＧＩＳ

　　地理情報システム

　　・国土地理院の整備済データ（行政区　　　域、主要道路、河川、鉄道、施設建　　　物）が基盤となる

　　・車載用ナビ、都市計画、各種行政施　　　策支援、大規模施設管理、学術研究　　　に使用できる

　　・ディジタル数値化した地図原図のラ　　　スタデータが基盤情報として必要不　　　可欠である

地図編集17
· 陰影図：

　　　　地形(起伏)に光を照射して生じる

　　　　陰影(明暗)を用いて、立体感を表

　　　　現した図

　　　　（北方向から照射した図が多い）

　　　　（特定の方向の標高差によって輝

　　　　　度を変える）

　○段彩図：

　　　　連続する等値線間の区域をいくつ

　　　　かの段階区分し、各段階ごとに異

　　　　なった色または同色の濃淡で表現

　　　　した図

　　　　（標高値を区分して区分ごとに色

　　　　　を変える）

　○断面図：

　　　　地形等を一定の方向と角度で切断

　　　　して、その切り□の形状や構成(地

　　　　質など)を示した図

　　　　（断面に沿って標高値をプロット

　　　　　して線で結ぶ）

　○鳥かん図：

　　　　高い視点から地表を斜めに俯かん

　　　　した透視図

　　　　（標高値により描画位置を移す）

　○等高線図：

　　　　平均海面から高さの等しい、点を

　　　　結んだ線を平面に示した図

　　　　（標高値を区分し境界線を作成）

地図編集18
　○既成図の使用

　　・修正に用いる既成図は、

　　　修正する図より新しい図であること

　　・縮尺は、修正する図以上に

　　　大きい縮尺であること

　　・基本測量又は公共測量の成果、又は

　　　これと同等以上の精度を有すること

　　・既成図の精度は、これにより取得さ

　　　れた修正データが公共測量作業規程

　　　に定めている精度を維持できること

　　・座標系は、原則として、

　　　平面直角座標系であること

地図編集19
　○空中写真撮影縮尺と図化縮尺

 図化縮尺　　　撮影縮尺　　　図化倍率

 1/500　　1/3,000～1/4,000　　1:6～1:8

 1/1,000　1/6,000～1/8,000　　1:6～1:8

 1/2,500　1/10,000～1/12,500　1:4～1:5

 1/5,000　1/20,000～1/25,000　1:4～1:5

 1/10,000　　　1/30,000　　　　　1:3

· 撮影縮尺を標準の80%を限度として

小さくできる

　　・ＦＭＣ装置付き航空カメラを使用

　　　する場合

　　　（対地速度とシャッター速度に起因

　　　　する像のぶれ補正機構）

　　・図化作業に解析図化機、ディジタル

　　　ステレオ図化機を使用し、航空カメ

　　　ラ、フィルム等に起因する歪みを

　　　計算補正する場合

地図編集20
　○数値図化機

　　・空中写真を立体視し、三次元座標と

　　　その属性をディジタルデータとして

　　　取得できる

　　・ＤＭデータ項目等のデータコードの

　　　入力が可能

　　・ＸＹＺの三次元座標値の記録が可能

　　・線状対象物の連続測定、連続記録が

　　　所定の時間間隔、距離間隔で可能

地図編集21
○取捨選択：

　　地物や地形等の表現内容を少なくす

　　るため、地図の内容を縮尺に応じて

　　省略すること

　　　・縮尺に応じて適切に取捨選択し、

　　　　正確に表示する

　　　・永続性のあるものを採用する

　　　・重要度の高いものを省略しない

　　　・地域的な特徴を持つものに留意

　　　・客観的見地で、主観的判断はだめ

○総描：

　　　取捨選択により形状や画線が錯雑し

　　　て読図が困難になるため、形状を省

　　　略、誇張して、形態や特徴を損なわ

　　　ないように編集描画すること

　　　・現地の形状と相似性を保たせる

　　　・形状の特徴を失わないように

　　　・必要に応じて多少の修飾をし、

　　　　現況を理解しやすく総描する

　　　・基図と編集地図の縮小率を考慮

○転位：

　　　地物や地形を真形、真位置に表示す

　　　ると錯雑して読図が困難になるため、

　　　肉眼で判読できる記号の大きさや場

　　　所に編集すること

地図編集22　

数値地形図修正

　○写真測量による修正：広域的
　　・空中写真が必要である

　　・広範囲で均一精度が維持できる

　　・DTMはこの方法で修正可能である
　　・工程

　　　　作業計画

　　　　撮影

　　　　予察

　　　　修正数値図化

　　　　現地調査

　　　　修正数値編集

　　　　DMデータファイルの更新

　　　　地形図修正原図作成

　　　　成果等の整理

　○TS地形測量による修正：局所的
　　・現地作業が大半を占める

　　・高精度な成果が得られる

　　・工程

　　　　作業計画

　　　　予察

　　　　修正数値図化

　　　　　　基準点の設置

　　　　　　修正細部測量

　　　　修正数値編集

　　　　DMデータファイルの更新

　　　　地形図修正原図作成

　　　　成果等の整理

　○平板測量による修正：局所的
　　・現地測量後ディジタイザ等で測定

　　・誤差の累積の可能性がある

　　・現地作業が大半を占める

　　・工程

　　　　作業計画

　　　　予察

　　　　修正数値図化

　　　　　　平板点の設置

　　　　　　平板点等の展開

　　　　　　修正細部測量

　　　　　　ディジタイザ等による修正

　　　　　　　　　　　　データの取得

　　　　修正数値編集

　　　　DMデータファイルの更新

　　　　地形図修正原図作成

　　　　成果等の整理

　○既成図を用いる方法による修正

　　・既成図の存在する範囲のみ修正可能

　　・精度は既成図の精度に依存する

　　・天候に左右されない

　　・作図データに限定される

　　・ディジタイザ等での計測が必要

　　・工程

　　　　作業計画

　　　　予察

　　　　　　既成図の収集

　　　　　　修正箇所の抽出

　　　　現地調査

　　　　修正数値図化

　　　　　　現地調査結果の編集

　　　　　　ディジタイザ等による修正

　　　　　　　　　　　　データの取得

　　　　修正数値編集

　　　　DMデータファイルの更新

　　　　地形図修正原図作成

　　　　成果等の整理

　○他既成データを用いる方法による修正

　　・他の既成データの存在する範囲のみ

　　　修正可能

　　・精度は他の既成データの精度に依存

　　・天侯に左右されないで修正データを

　　　取
得できる。

　　・工程

　　　　作業計画

　　　　予察

　　　　修正数値図化

　　　　　　他の既成データの収集

　　　　　　他の既成データの出力図作成

　　　　　　修正箇所の抽出

　　　　現地調査

　　　　修正数値編集

　　　　DMデータファイルの更新

　　　　地形図修正原図作成

　　　　成果等の整理
地図編集23
　地形データの取得

　○等高線法：

　　・細部数値図化時に等高線データを

　　　取得する

　　・後続作業で必要に応じ、データの

　　　間引きが可能

　○数値地形モデル法(DTM法)

　　・等高線が密になる地形を対象とする

　　　場合に、データ量の軽減を図れる

　　・電子計算機による地形解析等の

　　　データ利用で効果が大きい

　　・一定の格子間隔(グリッド)ごとに

　　　高さを測定し、データ取得

　　・変形地、人工物等による不連続部等

　　　の特異な場所は、補助データとして

　　　ランダム点、ブレークラインにより、

　　　高さのデータを取得

　○マッブディジタイズ法

　　・図化機で直接描画された等高線図を

　　　編集し、ディジタル化する方法

　○併用法

　　・等高線法、数値地形モデル法、

　　　マッブディジタイズ法を併用し、

　　　効率的に処理

　　・部分を対象とするデータ更新時にお

　　　いて、特に有効

地図編集24
　○編集素図の点検

　　・図式等の適用の良否

　　・編集における地物、地形の収捨選択、

　　　総描、転位の良否

　　・隣接図葉間の接合の良否

　　・表示事項の誤描、脱落の有無

　　・表示事項の相互関係の良否

　　・整飾事項の記載の誤描、脱落の有無

　　・画線の線号、,濃度の適否

測量士　チェック部品集

[NO.09］　応用測量

応用測量01
　○縦断曲線

　　VCL=[i1-i2]*x^2/200L

　　L=R*[I1-I2]/100

応用測量02
　○流量計算

　　１点法：V0.6

　　２点法：1/2(V0.2+V0.8)

　　３点法：1/4(V0.2+2V0.6+V0.8)

　　４点法：1/5(V0.2+V0.4+V0.6+V0.8

　　　　　　　　　　+1/2(V0.2+V0.8/2))

応用測量03
　○弧長と弦長

　　C-L=C^3/24R^2=L^3/24R^2

応用測量04
　○単曲線の公式

　　・接線長：TL=RtanI/2

　　・セカント：SL=R(secI/2-1)

　　・中央縦距：M=R(1-cosI/2)

　　・偏角と中心角：δ=L/2R=θ/2

　　・弦長と偏角：L=2Rsinδ

応用測量05
　○単曲線の設置順序

　　①円曲線R、２方向の接線、交会点IP、　　　交角Iを定める

　　②I、Rから接線長TL、曲線長CL、セカ　　　ントSL、を計算し、BC、SP、ECの位　　　置を決定する

　　③始短弦L1、終短弦Ln+1の長さを求め、　　　中心杭の位置を定める

　　④以上の順序で、IP杭、役杭、中心杭　　　を打設する

応用測量06
　○単曲線の設置方法

　　①偏角法

　　　・偏角弦長法：

　　　　　円周上の１点からトランシット　　　　　で偏角を、巻尺で弦長を測定し　　　　　設置する

　　　・弦角弦長法：

　　　　　（BC、EC間の見通がない場合）

　　　　　円周上の１点から円周上の別の　　　　　点を後視し、器械点、別の既知　　　　　点から弦長を測定する

　　　・前方交会法：

　　　　　BC、ECにトランシットを設置し、　　　　　２台のトランシットの視準線の　　　　　交点として求める

　　②オフセット法（見通良い場合）

　　　・接線オフセット法：

　　　　　基準接線から垂直に支距をとり　　　　　設置する

　　　・中央縦距法：

　　　　　曲線上の２点間の２等分線上に　　　　　縦距をとり設置する

　　　・長弦オフセット法：

　　　　　BCからECに長弦を基線とする直　　　　　交座標により設置する

応用測量07
　○クロソイドの型式

　　①基本型クロソイド：

　　　（直線、クロソイド、円弧）

　　　直線、クロソイド、円弧で結ぶ形式

　　②凸型クロソイド：

　　　（直線、クロソイド、クロソイド、　　　　直線）

　　　　同方向に曲がる２つのクロソイド　　　　を曲率半径の小さい点で結ぶ形式

　　③Ｓ型クロソイド：

　　　（円弧、クロソイド、クロソイド、　　　　円弧）

　　　　反対方向に曲がる２つの円弧を２　　　　つのクロソイドの曲率半径∞の位　　　　置で結ぶ形式

　　④卵型クロソイド：

　　　（円弧、クロソイド、円弧）

　　　　同方向に曲がる２つの円弧を１つ　　　　のクロソイドで結ぶ形式

　　⑤複合型クロソイド：

　　　（クロソイド、クロソイド、円弧）

　　　　同方向に曲がる２つ以上のクロソ　　　　イドを曲率半径の等しい点で結ぶ　　　　形式

応用測量08
　○単位クロソイド：R*L=1

　　（クロソイド表のlはL/Aより、

　　　　　　　　　　　　その後L=A*l）

　○曲率：1/R　（曲線半径の逆数）

応用測量09
　○クロソイドの公式

　　・パラメータ：RL=A^2

　　・接線角：τ=L/2R

　　・動径：S0=√X^2+Y^2

　　・X座標：

　　　X=L{1-(L/R)^2/40+(L/R)^4/3456

　　・Y座標：

　　Y=L^2/6R{1-(L/R)^2/56+(L/R)^4/7040

　　・シフト：△R=Y+Rcosτ-R

　　・MのX座標：Xm=X-Rsinτ

　　・単接線長：Tk=Ycosecτ

　　・長接線長：Tl=X-Ycotτ

応用測量10
　○２つの円弧との関係

　　（卵型クロソイド）

　　　L2-L1=S

　　　R1*L1=R2*L2=A^2

応用測量11
　○基本型クロソイドの対称型

　　・与えられる値：θ、R、A

　　・表より読みとる値：τ、△R、Xm、L

　　・計算により求める：

　　　　　W=(R+△R)tanθ/2

　　　　　TD=W+Xm

　　　　　α=θ-2τ

　　　　　Lc=R*αﾟ/pﾟ

　　　　　CL=2L+Lc

　　　　　Nc={(R+△R)/cosθ/2}-R

応用測量12
　○クロソイドの設置方法

　　①交会点V(IP)を設置し、交角θを求　　　める

　　②接線角τ、短接線長Tk、長接線長Tl、　　　主接線長TD、円の接線長TLを計算す　　　る

　　③IPからTDの距離にクロソイド始点KA　　　を設置する

　　④KAからTlの距離をIPに向けて測り、　　　点Gを設置する

　　⑤点Gにおいて、主接線よりτの角を　　　ふり、Tkの距離を測定して、点P(KE)　　　を設置する

　　⑥GからKEの線をKEよりTLの距離だけ　　　延長し、点V'(IP')を設置する

　　⑦別側も同様に点V'を設置する

　　⑧両側から点V'の合致をチェックする

　　⑨クロソイド曲線長L、円曲線長CLを　　　求め、主要点、No杭の追加距離を計　　　算する

応用測量13
　クロソイド中間点の設置

　○直交座標法：距離測定のため見通の

　　　　　　　　良い平地のみに用いる

　　①接線オフセット法：

　　　　主接線から直交座標による

　　　　中間点の設置

　　②弦オフセット法

　○極座標法

　　③極角動径法による中間点の設置

　　④極角弦長法による中間点の設置

　　⑤弦角弦長法による中間点の設置

応用測量14
　○横断方向

　　・単曲線：角P1、P、P2の２等分角

　　・クロソイド：角P1、P、P2の２等分　　　　　　　　　　角ではない

応用測量15
　○引照点の設置

　　・工事に支障のない場所、地盤堅固な　　　場所に設置する

　　・直交させ、直線上に２点設置する

　　・X型 A･B C･D

　　・V型 AB･DC

　　・T型 A･B ･DC

　　・L型 ･BA

応用測量16
　○流速測定方法

　　・測定流速と水位観測の断面積から求　　　める　Q=A*V

　　・堰の水位を求め、越流公式から流量　　　を求める

応用測量17
　①流速計測定法：

　　　回転式の流速計を使用し、

　　　その回転数から流速を測定する

　　　　　V=aN+b(m/s)

　　　　　N=音数／流速時間=毎秒回転数

応用測量18
　②浮子測定法：V=L/t

　　・更正係数0.85を乗じる

　　・表面浮子、二重浮子、棒浮子

　　・橋がある場合は人手で投下する

　　・橋がない場合は浮子投下装置を設置　　　する

　　・第１横断見通杭は、流量観測所の横　　　断線上に設置し、夜間投光機を設置　　　する

　　・投下距離

　　　　　第１断面まで：50m程度

　　　　　第１～第２断面：100～200m

　　　　　河幅以上

　　　　　１～２分で到達する距離

　　・流速測線数：10mに１本程度

応用測量19
　③水位流量曲線法

　　　Q=a(H+b)^2

　　　　　H：水位

　　　　　a.b：定数

応用測量20
　④超音波法：

　　　　伝播時間は、流向方向で減少し、　　　　逆方向で増加する

応用測量21
　⑤堰測法

　　・刃型堰：精度良、人口水路、小河川

　　・ナップ型堰：大流量可、

　　　　　　　　　ダム余水吐利用

　　・応頂堰：落差工利用

応用測量22
　○流量測定場所

　　・流下距離が直線で、断面や河床勾配　　　が一様な流況のよい場所

　　・橋脚、堰等の河川構造物による乱流　　　の少ない場所

　　・河床変動、河心移動が少ない場所

　　・投下場所、見通断面の連絡が可能な　　　場所

　　・急流や暖流の変化が少ない場所

測量士　チェック部品集

[NO.10］　測量機器

トランシット01
　○機能点検 

　　・光学求心装置にふらつきが無く正常　　　なこと

　　・各軸の回転が円滑であること

　　・気泡管の調整機構が正常で、気泡の　　　移動が滑かなこと

　　・望遠鏡の視度調整機構が円滑で、測　　　量中に視度の変化がないこと

　　・水平鉛直角の読取装置が正常なこと

トランシット02
　○水平角の検定

　　３方向に0ﾟ、60ﾟ、120ﾟ、及び30ﾟ、90ﾟ、　　150ﾟの３対回を１セットの観測を２セ　　ット行い、各セットの倍角差、観測差、　　中数値(T1-T2)を検定する

トランシット03
　○水平角の許容値

 　　　　　　　　　倍角差 観測差 T1-T2

　　１級トランシット： 15"　 8" 　　6"

　　２級トランシット： 30" 　20" 　12"

　　３級トランシット： 50" 　40" 　20"

トランシット04
　○鉛直角の検定

　　３個の目標を１対回観測し、

　　高度定数の較差を検定する

トランシット05
　○鉛直角の許容値

　　１級トランシット：10"

　　２級トランシット：30"

　　３級トランシット：50"

トランシット06
　○視差の消去

　　・十字線をを見て合焦（焦準）ネジで　　　調整する

　　・視度調整１回、平均距離の方向を零　　　方向とし、視度調整を行い全方向を　　　観測する

トランシット07
　○正反観測の平均値で消去できる誤差

　　・水平軸誤差：

　　　　水平軸と鉛直軸が直交していない

　　・視準軸誤差：

　　　　視準軸と視準線が一致していない

　　・目盛盤の偏心誤差：

　　　　目盛盤の中心が鉛直軸の中心と

　　　　一致していない

　　・望遠鏡の偏心誤差：

　　　　望遠鏡の視準線が鉛直軸の中心

　　　　から外れている

　○正反観測の平均値で消去できない誤差

　　・鉛直軸誤差：

　　　　鉛直軸の方向が鉛直線の方向に

　　　　一致していない

　　・目盛誤差：

　　　　目盛盤の目盛間隔が均一でない

　　・ゆらぎによる誤差：

　　　　空気密度の不均一さによる目標像

　　　　のゆらぎ

光波測距儀01
　○機能点検 

　　・光学求心装置にフラツキがなく正常　　　であること

　　・デジタル表示ランプが正常であるこ　　　と

　　・モニタメーターの表示が正常範囲内　　　であること

光波測距儀02
　○比較検定

　　国土地理院の電磁波測距儀比較基線場　　または50m比較基線場で３セット、測　　定平均値と基線長の差を検定する

　○距離の許容値

　　・電磁波測距儀比較基線場：15mm

　　・50m比較基線場：15mm

光波測距儀03
　○測定距離

　　　D=D0+ds+K+M

　　　　　D0：測定値

　　　　　ds：気象補正値  

　　　　　K：器械定数

　　　　　M：反射鏡定数

光波測距儀04
　○屈折率測定距離D

　　　=Ds*ns/n=Ds+Ds(ns-n)

　　　　　Ds：未気象補正の距離

　　　　　ns：標準屈折率

　　　　　n：観測時の屈折率

光波測距儀05
　○距離測定三点法

　　　D3+K=D1+D2+2K

　　　　　K：器械定数＋反射鏡定数

光波測距儀06
　○距離測定式

　　　D=λ/2*N+λ/2*(φ/2π)

　　　D=c/2f*N+c/2f*(φ/2π)

　　　　　c：光速度

　　　　　f：変調周波数

光波測距儀07
　単位波長と分解能

　○単位波長：λ/2=c/2f

　　　f=30kHz→　3*10^8/2*30*10^3

　　　f=NkHz→　N*10^3

　　　f=NMHz→　N*10^6 

　○分解能：

　　φ/2π=λ/2*1/1000=単位波長*1/1000

　　　　　　　　　　単位波長　　分解能

　　　f=15MHz →　　　　10m　　　0.01m

　　　f=150kHz→　　　1000m　　　　 1m

　　　f=30MHz →　　　　5m　　　0.005m

　　　f=30kHz →　　　5000m　　　 　5m

光波測距儀08
　○周波数の表示距離

　　　　　　150kHz：525.898

　　　　　　 15MHz：  6.143　　ならば

　　　標準測定値は  526.143

光波測距儀09
　○測定距離の比例誤差：

　　　△n=A*P/(1+at)

　　　　　A、a：定数

　　　　　t：気温

　　　　　P：気圧

光波測距儀10
　○気象補正：△D=

　 (+1.0△t-0.4△P+0.053△e)*D*10^(-6)

　　　　△t：ﾟC

　　　　△P：mmHg

　　　　△e：-（水蒸気圧）

　○気象補正前に

　　・気温が高くなると→

　　　　　　　　　　測定距離が短くなる

　　・気圧が高くなると→

　　　　　　　　　　測定距離が長くなる

　　・測定気温、気圧が実際より高いと→

　　　　　　　　　　　　　　上の式より

光波測距儀11
　○変調周波数の影響

　　　dD=-D(f0-f)/f0

　　　　　f：測定時の周波数

　　　　　f0：器械基準周波数

光波測距儀12
　○距離に比例する誤差

　　①気象測定による誤差

　　②周波数変動による誤差

　○距離に関係しない誤差

　　①位相測定誤差

　　②器械定数誤差

　　③反射鏡定数誤差

　　④器械致心誤差

　　⑤反射鏡致心誤差

鋼巻尺01
　○鋼巻尺の検定

　　・50m比較基線場で５回測定を１セッ　　　トとして、２セットの検定を行う

　　・開始、終了時に気温を測定する

　　・張力：10kg

　　・最大最少差：2mm以内

　　・平均値較差：1.5mm以内 

トータルステーション01
　○利点

　　・角度と距離の測定が同時に可能

　　・観測データは自動記録され、手簿記　　　入が省略できる

　　　（入力は器械高とミラー高のみ）

　　・転記ミスがなく、観測時間が短縮

　　・観測データの点検が自動で行える

　　・三次元座標が求まる

　　・一連の自動処理が可能である

トータルステーション02
　○短所

　　・重量が重く、価格が高い

　　・取扱が難しい

　　・常識を越えたミスの発見が難しい

　　・人意的なデータ操作ができない

トータルステーション03
　○発展

　　・角度と距離の同時測定から画的デー　　　タが作成され、道路設計システム、　　　土木施工管理等に利用できる

　　・ＧＰＳと組合せた測量システム

　　・構造物を定期的に自動測定し、歪み　　　等の管理ができる

トータルステーション04
　○取扱上の注意点

　　・取扱説明書を熟読し、正しい操作

　　・斜距離と水平距離の間違、測点番号、　　　器械高、気象データ、反射鏡定数の　　　手入力ミスを防止する

　　・器械重量が大きいことから、三脚の　　　ねじれ、器械沈下のための脚杭、踏　　　み板の設置等を検討する

　　・バッテリー残量に注意し、予備電源　　　を用意する

　　・データコレクタは、フロッピーディ　　　スクの湿気や衝撃に弱いため、取扱　　　には十分注意する

　　・収集観測データは、速やかに、コピ　　　ー、パソコン等へ転送記憶する

　　・モニター、データコレクタに異常が　　　発見された時は、作業を中止し、異　　　常原因と影響範囲を調査する

レベル01
　○機能点検

　　・水準器感度：40"/2mm以上を使用

　　・気泡管レベル：円形水準器、主水準　　　器軸と視準線の平行を点検する

　　・自動レベル、電子レベル、円形水準　　　器、視準線の点検、コンペンセータ　　　の点検

　　・標尺付属水準器の点検

　　・鉛直軸回転はマイクロメータのフラ　　　ツキがなく円滑であること

　　・気泡管調整機構が正常で、気泡移動　　　が滑かなこと

　　・望遠鏡の視度調整機構が円滑である　　　こと

　　・十字線調整ネジに摩耗がないこと

　　・整準ネジの回転が円滑であること

レベル02
　○測定点検

　　・30m隔てて、２本の標尺を正しく立　　　て、中央にレベルを整置し、両標尺　　　間の高低差を測定する

　　・レベル位置を両標尺を結ぶ直線上に　　　18m移動して、再び両標尺間の高低　　　差を測定し、測定値の差が許容範囲　　　内かを点検する

　　・脚向を180度かえて２回測定する

　　　（両側目盛標尺は片側２回）

　　・読定単位と許容値

 　　　　　　　　　　読定単位   許容値

　　　　１級レベル：　0.01mm　　 0.3mm

　　　　２級レベル：　 0.1mm　　 0.3mm

　　　　３級レベル： 　1.0mm　　 3.0mm

　　　　１視準１読定

レベル03
　○渡河水準測量

　　気泡レベル、自動レベル

　　（自動レベルは交互法のみ）

レベル04
　水準測量作業用電卓（データコレクタ）

　○利点：

　　・従来の手簿にかえて使用できる

　　・電子レベルと組合せることで、観測　　　値が作業用電卓に自動入力でき、誤　　　読や誤入力がなくなる

　○性能：

　　・一定容量のデータ保存が可能である

　　・入力観測値の加工ができない

　　・観測値のチェック計算機能がある

　　・耐久性に優れる

機器性能01
　○トランシット

　　１級トランシット：

　　　　　　　　　最小読定値 1"

　　　　　　　　　１級、２級基準点測量

　　２級トランシット：

　　　　　　　　　最小読定値 10" 

　　　　　　　　　２級、３級基準点測量

　　３級トランシット：

　　　　　　　　　最小読定値 20" 

　　　　　　　　　４級基準点測量

機器性能02
　○光波測距儀

　　測定精度：5mm+5ppmD（D：測定距離）

　　　　　　　１級～４級基準点測量

　　　　　　　２セット観測

機器性能03
　○トータルステーション

　　１級トータルステーション：

　　　　　　　　　最小読定値　1"

　　　　　　　　　測定精度　5mm+5ppmD

　　　　　　　　　１級、２級基準点測量

　　２級トータルステーション：

　　　　　　　　　最小読定値　10"

　　　　　　　　　２級、３級基準点測量

　　３級トータルステーション：

　　　　　　　　　最小読定値　20"

　　　　　　　　　４級基準点測量

機器性能04
　○レベル

　　１級レベル：水準器感度　10"/2mm

　　　　　　　　１級水準測量

　　２級レベル：水準器感度　20"/2mm

　　　　　　　　２級水準測量

　　３級レベル：水準器感度　40"/2mm

　　　　　　　　３級、４級水準測量、

　　　　　　　　簡易水準測量

　　　　　　　　測標水準測量

機器性能05
　○標尺

　　１級標尺

　　　　目盛精度：標尺改正100μm/m以下

　　　　　　　　　１ｍ区間50μm/m以下

　　　　１級、２級水準測量

　　２級標尺

　　　　目盛精度：標尺改正200μm/m以下

　　　　　　　　　１ｍ区間100μm/m以下

　　　　３級、４級水準測量、

　　　　測標水準測量

機器性能06
　○鋼巻尺：ＪＩＳ１級

機器性能07
　○ＧＰＳ

　　２級ＧＰＳ測量機：

　　　　　　　測定精度　10mm+2ppmD

　　　　　　　１級～４級基準点測量、

　　　　　　　河川測量、地形測量、

　　　　　　　数値地形測量

　　１級ＧＰＳ測量機：

　　　　　　　短縮スタティック観測

　　　　　　　測定精度　5mm+1ppmD

機器性能08
1 １級基準点測量：

　　　　・１等～３等三角点

　　　　　　　　（基本測量基準点）

　　　　・１級トータルステーション

　　　　・１級トランシット

　　　　・光波測距儀

機器性能09
　②１級水準測量：

　　　　・１等水準点（基本測量水準点）

　　　　・１級レベル

　　　　・１級標尺

機器性能10
　③測標水準測量

　　　　・３級レベル

· ２級標尺

機器性能11
　④路線測量

　　　　・基本測量、基準点

　　　　　　１等～４等三角点

　　　　　　１等～２等水準点

　　　　・公共測量基本点

　　　　　　１級～３級基準点

　　　　　　１級～２級水準点

　　　　・３級トランシット

　　　　・光波測距儀

　　　　・３級レベル 

　　　　・２級標尺

機器性能12
　⑤中心線測量、縦断測量、横断測量

　　　　・３級トータルステーション 

　　　　・３級トランシット

　　　　・光波測距儀

　　　　・３級レベル

　　　　・２級ＧＰＳ

　　　　・２級標尺

　　　　・鋼巻尺

　　　　・布巻尺

機器性能13
　⑥河川測量、水準基標測量

　　　　・２級レベル

　　　　・１級標尺

　　　　・鋼巻尺

測量士　チェック部品集

[NO.11］　公共測量

公共測量01
　○測量法

　　・国、公共団体が費用を負担、援助

　　・実施基準、実施に必要な権能を定め　　　て行う

　　・測量の重複を除く

　　・正確さの確保

　　・測量業を営む者の登録を実施

　　　（５年更新とし、建設大臣に登録申　　　　請書を提出）

　　・業務規制等により、測量業の適正運　　　営と健全な発達を図る

　　・各種測量の調整、測量制度の改善、　　　発達を目的とする

　　・測量とは、土地測量、地図調整、測　　　量用の写真撮影をいう

公共測量02
　○基本測量

　　・全ての測量の基礎となる測量

　　・建設省国土地理院が行うもの

公共測量03
　○公共測量

　　・基本測量以外の小道路建物等の局地　　　的な測量

　　・高度な精度を必要としない測量

　　・政令で定めるものを除き、費用を国、　　　公共団体が負担、援助し行うもの

公共測量04
　○公共測量の条件

　　・測量計画機関が国、公共団体である　　　こと

　　・基準点を２点以上使用すること

　　・一定以上の精度を確保すること

　　・基本測量、公共測量の成果に基づき　　　行うこと

　　・作業規程を定め、建設大臣の承認を　　　得て、使用、実施する

公共測量05
　○公共測量の精度

　　三角測量

　　　　角度の閉合差：90"以内

　　　　辺長較差：その辺長の1/2000以内

　　多角測量

　　　　座標閉合比：1/1000以内

　　水準測量

　　　　閉合差：5cm√S以内

　　地形測量、平面測量

　　　　図上平面位置誤差：2mm以内

公共測量06
　○公共測量の規模

　　　()内は北海道を示す

　　・7km2(10)以上の三角測量、多角測量、　　　平面測量

　　・6km(10)以上の多角測量

　　・10km(10)以上の水準測量

公共測量07
　○作業規程

　　・建設大臣の承認を得る

　　・測量計画機関は、公共測量実施（変　　　更）時に作業規程を定める

　　・観測機器種類

　　・観測法

　　・計算法

　　・建設省公共測量作業規程運用基準

公共測量08
　○技術的助言：

　　　　　　計画機関は、国土地理院長の

　　　　　　技術的助言を受ける

　　・測量の正確さを確保するため

　　・測量の重複を防止するため

　　・測量の能率向上と規模を統一するた　　　め

　　・測量成果の有効利用を図るため

公共測量09
　○実施計画書の記入事項

　　・測量の目的、地域、期間、精度、方　　　法

　　・使用測量成果の種類、内容

　　・測量計画機関名、作業機関名（名称、　　　代表者の氏名と所在地）

　　・作業規程（承認関連事項）

公共測量10
　○使用する成果と意義

　　・基本測量の成果

　　・公共測量の成果

　　・所定の精度を確保するため

　　・測量規格を統一するため

公共測量11
　○成果の使用

　　基本測量の測量成果を使用する測量実　　施者は、

　　・国土地理院長が測量成果の適切性を　　　確認するための承認が必要

　　・測量成果に使用する基本測量の測量　　　成果の明示が必要

公共測量12
　○成果の提出

　　・測量計画機関は、公共測量の測量成　　　果を取得した時、その写しを国土地　　　理院長に送付する

公共測量13
　○測量標の使用

　　・基本測量以外の測量実施者は国土地　　　理院長の承認を得て、基本測量設置　　　の測量標を使用してよい

公共測量14
　○測量標の表示

　　公共測量実施者は、設置測量標に表示

　　・公共測量の測量標であること

　　・測量計画機関の名称

公共測量15
　○測量標設置通知書

　　永久標識の設置時、測量計画機関は国　　土地理院長に通知

　　・種類

　　・敷地の所在

　　・その他必要事項

公共測量16
　○測量標の通知

　　永久標識、一時標識を設置した場合、

　　その種類、所在を

　　国土地理院長は知事に、

　　知事は市町村長に、通知する

公共測量17
　○申請（作業前）

　　・公共測量作業規程承認申請書の提出

　　・公共測量実施計画書の提出

　　・測量標使用申請書の提出

　　　（故障の有無を確認するため）

　　・測量成果使用申請書の提出

　　　（測量の重複を調整するため）

公共測量18
　○申請（作業後）

　　・公共測量成果の提出

　　・永久標識設置報告書の提出

　　・測量標異状報告書の提出

公共測量19
　○ベッセルの算出値

　　長半径：6,377,397.155m

　　偏平度：1/299.152813

公共測量20
　○位置表示

　　・地理学的経緯度

　　・平均海面からの高さ

　　・直角座標、極座標（特別地区）

　　・距離、面積（水平面上の値）

公共測量21
　○原点

　　・日本経緯度原点

　　・日本水準原点

公共測量22
　○法令遵守

　　計画機関、作業機関の作業者は、

　　・財産権、労働、安全、交通、土地利　　　用規制、環境保全、法令等を遵守す　　　ること

　　・社会的慣行を尊重すること

公共測量23
　○実施体制

　　・作業計画の立案、工程管理、精度管　　　理等を総括する主任技術者を選任す　　　る

　　・主任技術者は、測量士、高度な技術　　　と十分な実務経験を有する者である　　　こと

公共測量24
　○作業編成

　　・計画準備：計画１日、資料準備１日

　　　　　　（路線標石所有者等の調査）

　　・観測：観測者１名、器械手１名、

　　　　　　標尺手２名、交通整理員２名

　　・計算整理：計算１日、点検１日

　　　　　　　　成果資料作成１日

公共測量25
○作業工程日数

　①１級基準点測量

　　・合計：新点数 x ４日

　　・選点：新点 x １日

　　・測量標：新点 x 1/2日

　　・観測：全点 x １日

　　・他：１日

　②１級水準測量、路線測量

　　・観測

　　　　平地：1.8km/日

　　　　山地：1.5km/日

　　　　（休日、天候障害、内業含）

公共測量26
　○検定と点検

　　・検定：第三者機関が行うもの

　　　　機器検定：有効期間１年

　　　　　　　　　（標尺３年）

　　・点検：自社で行うもの

　　　　機器点検：観測前と観測中

公共測量27
　○点検測量率

　　１級、２級基準点測量： 10%

　　３級、４級基準点測量： 5%

　　１級～４級水準測量： 　5%

　　簡易水準測量： 　　　　5%

　　地形水準測量： 　　　　5%

　　数値地形測量： 　　　　2%

　　線形決定： 　　　　　　5%

　　中心線測量： 　　　　　5%

　　縦断測量： 　　　　　　5%

　　横断測量： 　　　　　　5%

公共測量28
　○技術管理（計画機関が行うもの）

　　・監督：

　　　　計画機関が、契約書、仕様書、作　　　　業規程、他関係図集に基づき、作　　　　業実施状況について照合、立会、　　　　点検、確認を行い、請負者に適切　　　　な指示を行う

　　・検査：

　　　　計画機関が、測量成果、測量記録、　　　　他資料を対象に、検定記録書、関　　　　係図書、監督記録に基づき、観測　　　　値、出来ばえ、精度、数値につい　　　　て合否の判定を行う

　○技術管理（作業機関が行うもの）

　　　・日本測量協会測量技術センターで　　　　実施

　　　・精度管理

　　　・機器の検定

　　　・電算プログラムの検定

　　　・成果品の検定

公共測量29
　○工程管理の必要性

　　・納期内で完了させるため

　　・障害時に迅速な対応を行うため

　　・工程上の大きなミスを防止するため

　　・作業能率の向上を図るため

　　・経済的な運用を図るため

　○工程管理の方法

　　・適切な作業計画書の作成

　　・作業量、人員、期間の管理

　　・各工程の点検作業の実施

　　・工程管理表、作業進度表の作成

　　・進度状況を把握し、人員、機器を効　　　率的に配置する

公共測量30
　○精度管理の必要性

　　・作業を所定の方法、手順で行う点検

　　・作業を所定の機器を用いて行う点検

　　・成果品の所定の精度と品質を確保す　　　る点検

　　・ミスを防止する点検

　○精度管理の方法

　　・作業規程、特記仕様書の許容範囲内　　　にあるかを点検する

　　・測量機器の点検、調整、検定

　　・点検測量の実施

　　・測量成果の点検

　　・精度管理表の作成

公共測量31
　○原価管理の必要性

　　・無駄を除き適正な利潤を確保するた　　　め

　　・進行に応じ予定費用内かを把握する　　　ため

　○原価管理の方法

　　・目的に応じた人員、機器を配置する

　　・必要以上の観測や伐採を避ける

　　・気象等の最適条件で作業する

　　・突貫作業を避ける

公共測量32
　基準点利用の利点

　○工事測量

　　・土木工事等で工区の分割時、任意座　　　標で行うと工区間の整合が困難であ　　　る、公共座標で行えばその問題はな　　　い

　○用地測量

　　・境界杭が人為的、災害等により亡失　　　しても、近接の国家座標点、公共基　　　準点より復元が可能である

　○品質保証

　　・測量に誤りがあっても、国家基準点　　　に結合すれば発見でき、測量品質が　　　保証される

　○広域地図のデータベース化

　　・統一座標系により、高精度の均一測　　　量成果となり、地図のデータベース　　　化が可能となる

　　　官公有地等の管理の効率化が図れる

　○品質管理

　　・公共測量として、国土地理院の技術　　　的な指導、助言が受けられ、測量成　　　果の審査、技術センターの点検によ　　　り、安定した測量成果の品質管理が　　　可能となる

公共測量33
　○問題原因の解決

　　・誤差要因を調査する

　　・機器の異状：再点検を行う

　　・点異状：地盤堅固な場所を選定

　　　　　　　作業規程条件の再点検

　　　　　　　平均次数、平均図の点検

　　・記入、読定ミスを点検する

　○ＧＰＳの問題原因

　　受信障害の原因を取り除く：

　　　・マルチパスで異常受信を起こして　　　　いないか

　　　・上空視界を樹木等で遮れサイクル　　　　スリップを起こしていないか

　　　・近くで無線機を使用していないか

　　同機種のアンテナを同方向にたてる

　　偏心点観測を行う

公共測量34
　○測量方法の選定

　　・水平変動量監視：ＧＰＳ連続観測

　　・ダム変位量検出：ＴＳ、光波

　　・ビルの多い場所：ＴＳ

　　　（ＧＰＳは障害が多いため不向き）

　　・建物状況：空中写真

　　・カーナビ：マップデジタイズ

　　　　　　　（ディジタルマッピングは　　　　　　　　費用・期間的に不向き）

公共測量35
　○計画準備協議

　　・土地立入許可、一時使用の許可を得　　　る

　　・土地所有者より建標承諾書を取得す　　　る

　　・伐採、掘削範囲を確認する

　　・特別地域の指定、特別な規程等があ　　　るかを確認する

公共測量36
　○成果の電子記録媒体での提出

　　（ディジタルデータ）

　　・観測データファイル

　　・解析結果ファイル（基準点測量）

　　・観測成果表ファイル（水準測量）

　　・平均計算データファイル

　　・成果数値データ以外の成果をファイ　　　ルする場合は記録様式説明書、出力　　　用紙を添付する

公共測量37
　○杭の設置

　　・地盤堅固な場所を選定する

　　・着色、番号

　　・杭頭に釘、十字鋲

　　・保護杭、コンクリートで根固を行う

　　・引照点図、点の記の作成、写真撮影

公共測量38
　○杭の種類（木杭、プラ杭）

　　・役杭：青色、9x9x75

　　・ＩＰ杭：青色、9x9x90

　　・中心点杭：赤色、6x6x60

　　・引照点杭：白色、9x9x75

　　・仮ＢＭ杭：黒灰色（プラ杭）、

　　　　　　　　9x9x75

　　・縦断変化点杭：赤色、6x6x60

　　・見通杭：白色、4.5x4.5x45

　　・用地幅杭：黄色、6x6x60

　　・水際杭：白色、4.5x4.5x90

　　・境界杭：黄色、4.5x4.5x45

　　・補助基準点杭：黒灰色（プラ杭）、　　　　　　　　　　6x6x60

　　・用地境界仮杭：赤色、4.5x4.5x45

　　・用地境界杭：赤色、12x12x90-120

　　・保護杭：本杭と同色、6x6x60

　○杭の種類（コンクリート杭）

　　・距離標：12x12x120

　　・水準基標：9x9x75

　　・用地境界：12x12x90～120

公共測量39
　○作業計画

　　①作業内容把握

　　　共通仕様書、特記仕様書、作業規程　　　により

　　②資料収集

　　　貸与資料（線形図、設計図、地形図、　　　　　　　　用地図）

　　　測量成果（既設基準点、水準点、三　　　　　　　　角点の点の記と成果）

　　③現地踏査

　　　測量目的を十分理解し、作業の要点　　　の調査、地形・植生・現地状況の調　　　査、異状の有無の調査を行う

　　④作業方法

　　　踏査結果から最適な作業方法を計画

　　⑤作業工程

　　　納期から工程計画を作成する

　　⑥作業班の編成

　　　主任技術者、作業責任者、作業員の　　　人選を行う

　　⑦使用機器

　　　使用機器の検定、機能点検、資材等　　　の調達を行う

　　⑧安全管理

　　　作業従事者への安全の徹底、緊急時　　　の連絡体制を整備する

測量士　チェック部品集

[NO.12］　安全対策

安全対策01
　①調査情報の収集

　　・地形、交通、気象情報

　　・安全装備

　　・連絡体制の整備

　②作業員に安全の徹底

　　・作業内容、手順の説明

　　・使用機器の取扱の徹底

　　・危険作業の指導

　③作業員の適切な配置

　　・技量、経験、気質を勘案

　　・無理のない適切な作業計画と配置

　④進捗状況の把握

　⑤危険行為に対する注意指示

安全対策02
　○備品

　　・安全帽、安全靴、トラチョッキ、

　　　腕章

　　・トランシーバー、ハンドスピーカー、　　　ラジオ、笛、懐中電灯

　　・赤旗白旗、合図灯、発煙筒

　　・バリケード、作業看板

　　・ロープ、ウェットスーツ、救命具、　　　浮輪

　　・救急箱、非常食

安全対策03
　○準備

　　・指示、注意事項の確認

　　・身分証明書の入手と携帯

　　・立入許可証明書の入手と携帯

　　・関係連絡先の確認（計画機関、警察　　　署、営林署、海上保安部等）

　　・救急医療機関の連絡先の確認

安全対策04
　○出発前

　　・気象、作業員の健康状況の確認

　　・人員配置のチェック

　　・安全装備、機材装備の確認

　　・車の仕業点検

安全対策05
　○現地

　　・有毒、有害動植物に注意する

　　　（毒蛇、熊、蜂）

　　　（ウルシ、キノコ）

　　・感電、火災に注意する

　　・雨、霧、台風、雷等の気象情報を入　　　手する

　　・タバコによる山火事に注意する

　　・切かぶ等によるけがに注意する

　　・伐採時のナタ、カマに注意する

　　・墜落、落石、突風等に注意する

　　・監視員を配置する

　　・現地調査を十分に行う

　　・現地で安全対策の打合せを行う

　　・警報に注意する

　　・緊急時の避難が容易なように、近く　　　に車を待機させる

　　・危険な場所の測点は避ける

　　・複数で行動する

　○交通量の多い場所での留意点

　　・交通整理員を配置する

　　・作業標識、安全灯を設置する

　　・安全帽、安全靴、トラチョッキを装　　　備する

　　・交差点付近の機械の設置は避ける

　　・道路内では機械から離れない

　　・スチールテープは使用しない

　　・標尺は立てて運搬する

　　・標尺の移動は電線に注意する

測量士　チェック部品集

[NO.13］　基準点測量

基準点測量01
　○基準点測量：

　　既知点の基準点に基づき、測角測距を　　行い新点基準点の水平位置、標高を定　　める作業

基準点測量02
　○基準点測量の級区分：

　　既知点の種類、既知点間の標準距離、　　新点間の標準距離、観測精度等に応じ、　　１級、２級、３級、４級基準点測量に　　区分される

基準点測量03
　○級別三角点基準点

　　１級基準点測量

　　　　基本測量基準点：１～４等三角点

　　　　公共測量基準点：１級基準点

　　２級、３級基準点測量

　　　　基本測量基準点：１～４等三角点

　　　　公共測量基準点：１～２級基準点

　　４級基準点測量

　　　　基本測量基準点：１～４等三角点

　　　　公共測量基準点：１～３級基準点

基準点測量04
　○既知点、新点間の標準距離

　　　　　既知点間 　　新点間

　　１級　  4000m　　  1000m

　　２級　　2000m 　　　500m

　　３級　　1500m 　　　200m

　　４級　 　500m 　　　 50m

基準点測量05
　○計算桁数

　　・平面直角：0.001m

　　・経緯度：0.0001"

　　・標高：0.001m

　　・角度：1"

　　・辺長：0.001m

基準点測量06
　①結合多角方式

　　・既知点に結合する多角網を形成し行　　　う多角測量方式

　②閉合多角方式

　　・既知点を３点以上使用

　　・既知点、新点を結合する多角路線が　　　閉じた多角形を形成

　　・各多角形が１個以上の多角形に多角　　　路線を共有して接する多角網を形成　　　する多角測量方式

　③単路線方式

　　・既知点２点を単一多角路線で結合す　　　る多角測量方式

　④三角方式

　　・既知点を３点以上使用し、三角網を　　　形成して行う三角測量方式

基準点測量07
　○級別多角測量方式

　　１級、２級基準点測量：結合多角方式

　　３級、４級基準点測量：結合多角方式　　　　　　　　　　　または単路線方式

　　・閉合多角方式：特に高精度を計画機　　　　　　　　　　　関が指示する場合

基準点測量08
　○点数、取付辺数

　　１級基準点測量の結合閉合方式

　　　　（）内は２級の数値を示す

　　・１多角網の既知点数：

　　　　　　　　　　２＋新点数／５以上

· 単位多角形の辺数：

　　　　　　　　　　１０（１２）辺以下

　　・路線辺数：５（６）辺以下

　　・節点間の距離：250m(150)以上

　　・路線長：3km(2)以下

　　　　　　　（ＧＰＳによる場合は5km）

　　・偏心距離制限：S/e>6

　　・路線狭角：60ﾟ以上

　　・外周路線の新点位置：

　　　　　外周既知点の直線外側40ﾟ以下

基準点測量09
　順序

　　①作業計画

　　②選点

　　③測量標設置

　　④観測（交角、距離、高度角、比高）

　　⑤現地計算（補正計算、点検計算）

　　⑥平均計算

　　⑦成果品整理

基準点測量10
　①作業計画

　　・地形図上で新点の概略位置と測量方　　　式を決定、平均計画図を作成

　　・作業方法、使用機器、要員、日程に　　　ついて適切な作業計画書を作成

基準点測量11
　②選点

　　・平均計画図に基づき、現地で既知点　　　の現況調査を行い新点位置選定

　　・地形、植生、他現地状況に応じ作業　　　の実施方法を検討

　　・選点図の作成と平均図の承認を得る

基準点測量12
　○平均計画図

　　・地形図等（主に空中写真）を用い机　　　上計画を作成

　　・既知点と新点の予定位置をプロット

　　・新点条件、配点密度を考慮する

　○選点図

　　・平均計画図に基づき現地調査を行い、　　　測点間の視通を確認し新点を確定

　　・確認された視通線を記入する

　○平均図

　　・観測図、選点図に基づき、作業規程　　　条件に適合し効率的に作業できる多　　　角網を確定

　○観測平均図

　　・計画機関で承認を得た平均図に基づ　　　き作成する

基準点測量13
　○選点の留意点

　　・既知点の数を多くし均等に配置する

　　・交点の数を多くし各路線が強く結ば　　　れていること

　　・路線は短く、節点の数を少なくする

　　・路線長を均一にする

　　・短かい折線は避ける

　○新点の選定条件

　　・視通の良好

　　・地盤の安定

　　・後続作業の利用

　　・標石の保全等を考慮

　　・最も適切な位置に選定

　　・道路の変更改良、新設計画等を関係　　　官公署に照会し作業後移転のない位　　　置に

　　・交通量の多い道路上は避ける

　　・交差点付近は将来の利用面で良い

　　・泥湿地、軟弱地盤河岸、堤防、盛土　　　等の局部的に地盤沈下が予想される　　　場所は避ける

　　・発見の容易な場所

　　・埋設、観測作業の容易な場所

基準点測量14
　○埋石

　　・土地所有者、管理者より建標承諾書　　　をとる

　　・掘削は最小限にとどめる

　　・埋戻は避ける

　　・盛土軟弱地盤では沈下を防ぐため、　　　基礎を堅固にする

　　・通行妨害、埋設物の損傷に注意する

　　・標石は水準点の記入面を道路側に向　　　ける

　　・金属標は文字が道路に正対する向き　　　とし、上面を水平にする

基準点測量15
　○既知点の調査

　　・柱石上面の水平や異状の有無を確認　　　する

　　・柱石の亡失、傾斜、過度の露出、破　　　損状況を確認する

　　・異状点は基準点現況調査報告書を作　　　成し計画機関に提出する

基準点測量16
　③測量標設置

　　・新点等の位置に永久標識、一時標識　　　を設置する

　　・必要に応じ保護施設を設ける

　　・所定の規格、方法で堅固に埋設する

　　・建標承諾書の取得

　　・測量標設置位置通知書の作成

　　・点の記の作成と写真撮影

基準点測量17
　○測標水準測量

　　直接水準測量：４級水準測量に準じる

　　間接水準測量：区間の一端に固定点を　　　　　　　　　２点設け鉛直角、距離　　　　　　　　　　を測定

　　・１級基準点測量：距離500m以上

　　・２級基準点測量：距離500mまで

　　・環閉合差：3cm x S

　　　　　　　　　　　（1km未満は3cm）

　　・鉛直角：3対回

　　・距離測定：2kmまで

基準点測量18
　④観測

　　・平均図に基づき、トータルステーシ　　　ョン、トランシット、光波を用い、　　　関係点間の水平角、鉛直角、距離を　　　測定する作業

　　・必要に応じ測標水準測量を行う

　　・基準点が直接観測できない場合は、　　　偏心要素を測定

　　・計画機関で承認を得た平均図に基づ　　　き観測図を作成

　　・ＧＰＳ衛星からの電波を受信し位相　　　データを記録する

基準点測量19
　○水平角の観測

　　・読定単位：1"

　　・対回数：２対回

　　・水平目盛位置：0ﾟ、90ﾟ

　　・１組の観測方向数：５方向以下

　　　（１視準１読定、望遠鏡正反観測を　　　　１対回行う）

　○水平角の許容値

　　・倍角差：15"

　　・観測差：8"

基準点測量20
　○鉛直角の観測

　　・読定単位：1"

　　・対回数：１対回

　　　（１視準１読定、望遠鏡正反観測を　　　　１対回行う）

　○鉛直角の許容値

　　・高度定数の較差：10"

基準点測量21
　○距離の測定

　　・読定単位：1mm

　　・セット数：２セット

　　　　（１視準２読定を１セット行う）

　○距離の許容値

　　・１セット内測定値の較差：2cm

　　・各セット平均値の較差：2cm

基準点測量22
　○測標水準の許容値

　　・往復観測値の較差：20mm√S

基準点測量23
　○偏心の許容値

　　・対回数：３対回

　　・倍角差：45"

　　・観測差：30"

　　・三角形の閉合差：30"

基準点測量24
　○点検路線

　　・路線長が短いこと

　　・既知点と既知点を結合すること

　　・全既知点が少なくとも１つの点検路　　　線で結合されていること

　　・全単位多角形は少なくとも路線の１　　　つが点検路線と重複すること

基準点測量25
　⑤現地計算（補正計算、点検計算）

　⑥平均計算

　　新点の水平位置、標高に関する諸要素　　を計算し、成果表等を作成する作業

基準点測量26
　⑤現地計算

　　○観測値の補正計算

　　　・器械、目標高不等による高度角の　　　　補正計算

　　　・距離の補正計算

　　　　（斜距離から直角平面距離に）

　　　・偏心計算（水平角、距離計算）

　　○点検計算

　　　・標高閉合差の点検

　　　・方向角の点検

　　　・座標の点検

基準点測量27
　○結合閉合差（１級）

　　・方向角の閉合差：5"+8"√n

　　・水平位置の閉合差：10cm+2cm√N∑S

　　・標高の閉合差：20cm+5cm∑S/√N

　　・比高のの正反較差：30cm

　　　　　n：測角数

　　　　　N：辺長

　　　　　∑S：路線長(km)

基準点測量28
　○閉合閉合差（１級）

　　・方向角の閉合差：8"√n

　　・水平位置の閉合差：1cm√N ∑S

　　・標高の閉合差：5cm∑S/√N

　　・比高の正反較差：30cm

　　　　　n：測角数

　　　　　N：辺長

　　　　　∑S：路線長(km)

基準点測量29
　○三角の閉合差（１級）

　　・三角形の閉合差：10"

　　・辺長の出合差：30cm

　　・標高の出合差：30cm

　　・比高の正反較差：30cm

基準点測量30
　⑥平均計算

　　１級、２級基準点測量：

　　　　　・水平位置は、厳密水平網平均　　　　　　計算（観測方式）による

　　　　　・標高は、厳密高低網平均計算　　　　　　（観測方式）による

　　３級、４級基準点測量：

　　　　　・水平位置は、厳密水平網平均　　　　　　計算または簡易平均計算によ　　　　　　る

　　　　　・標高は、厳密高低網平均計算　　　　　　　または簡易平均計算による

基準点測量31
　○厳密水平網の誤差

　　　　　　　　　　　１級　　　２級

　　・一方向の偏差： 　12"　　  15"

　　・距離の偏差：　  　8cm 　　10cm

　　・単位重量のＭＥ： 10" 　　 12"

　　・新点位置のＭＥ： 10cm 　　10cm

基準点測量32
　○厳密高低網の誤差

　　　　　　　　　　　１級　　　２級

　　・高度角の偏差：　 15"　　　 20"

　　・高度角のＭＥ：　 12" 　　　15"

　　・新点標高のＭＥ： 20cm 　　 20cm

基準点測量33
　○簡易水平網の誤差

　　　　　　　　　　　　 ３級　　４級

　　・路線方向角の偏差：　50"　　120"

　　・路線座標差の偏差：　30cm　　30cm

基準点測量34
　○簡易高低網の誤差

　　　　　　　　　　　 ３級　　４級

　　・路線比高の偏差：　30cm　　30cm

基準点測量35
　○成果品整理

　　①成果表

　　②成果数値データ

　　③基準点網図

　　④観測手簿

　　⑤観測記簿

　　⑥計算簿

　　⑦点の記

　　⑧建標承諾書

　　⑨精度管理表

　　⑩点検測量簿

　　⑪平均図

　　⑫測量標の地上写真

　　⑬測量標設置位置通知書

　　⑭基準点現況調査報告書

　　⑮その他資料

　○成果区分

　　測量成果：①②③

　　測量記録：④⑤⑥⑦

　　管理資料：⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮

基準点測量36
　○成果明細

　　④観測手簿

　　　・観測図

　　　・測量成果検定証明書

　　　・定数証明書

　　　・機器検定証明書

　　　・距離測定簿

　　　・水平角観測手簿

　　　・鉛直角観測手簿

　　　・測標水準測量手簿

　　⑤観測記簿

　　　・水平角観測記簿

　　　・鉛直角観測記簿

　　⑥計算簿

　　　・偏心補正計算

　　　・点検計算簿

　　　・電子計算機による平均計算

　　⑮その他資料

　　　・平均計画図

　　　・選点図

　　　・配点図

基準点測量37
　精度管理

　　①作業計画

　　　・作業計画書、工程計画書

　　　・作業期間

　　　・編成

　　　・使用既知点の適否

　　　・使用機器の適否

　　　・多角測量方式

　　　・平均計画図の作成

　　②踏査選点

　　　・標石異状調査

　　　・基準点現況調査報告書の作成

　　　・後続作業の利用、視通、標石の保　　　　全等を考慮して選定

　　　・選点図、平均図の作成

　　③標識埋設

　　　・所定規格、方法で堅固に埋標

　　　・建標承諾書の取得

　　　・測量標設置位置通知書の作成

　　　・埋標写真の撮影

　　　・点の記の作成

　　④観測

　　　・使用機器の検定

　　　・観測精度の保持

　　　　（対回数、セット数が許容範囲内　　　　　にあること）

　　　・観測図、観測手簿、観測記簿の点　　　　検

　　　・観測方法の適否

　　⑤現地計算

　　　・補正計算（高度角、距離、偏心計　　　　　　　　　算）

　　　・点検計算（標高、方向角、座標の　　　　　　　　　　閉合差の点検）

　　⑥平均計算

　　　・電算プログラムの承認と検定

　　　・網平均法の適否

　　　・平均計算の実施

　　　・平均計算後ＭＥの点検

　　　　（水平網：一方向偏差、距離偏差、　　　　　単位重量ＭＥ、新点位置ＭＥ）

　　　　（高低網：高度角偏差、高度角Ｍ　　　　　Ｅ、新点標高ＭＥ）

　　⑦成果等

　　　・測量成果品

　　　・監督員指示書

　　　・機器検定証明書

　　　・成果検定証明書

基準点測量38
　○精度管理表の記載事項

　　　・点検計算（方向角、座標、標高の　　　　　　　　　出合差と制限値）

　　　・水平網のＭＥ

　　　・高低網のＭＥ

　　　・座標のＭＥ

　　　・標高のＭＥ

　　　・方向角の閉合差

　　　・座標の閉合差

　　　・標高の閉合差

　　　・再測率、再測数

　　　・点検測量（距離、水平距離、

　　　　　　　　　高低角の点検値と採用　　　　　　　　　値の較差）

基準点測量39
　○測量標設置位置通知書の記載事項

　　　・測量標の名称、種類、等級、種別、　　　　番号、所在地、設置年月日、所有　　　　者、管理者

基準点測量40
　○基準点異状報告書の記載事項

　　　・1/50000の図名

　　　・等級

　　　・種別

　　　・冠字番号

　　　・名称

　　　・基準点の所在地

　　　・故障程度、原因

　　　・調査年月日

　　　・摘要

基準点測量41
　○成果表調製の記載事項

　　　・等級、点名、番号

　　　・平面直角座標、座標系

　　　・経緯度

　　　・標高

　　　・視準点の名称

　　　・平均方向角

　　　・真北方向角

　　　・平均距離

　　　・縮尺係数

測量士　チェック部品集

[NO.14］　水準測量（記述）

水準測量01
　○水準測量：

　　既知点の水準点に基づき、高低差を測　　定し、新点水準点の標高を定る作業

水準測量02
　①直接水準測量

　　・２点間の高低差をレベルと標尺を用　　　い直接観測する

　　・レベルを２本の標尺の中央に水平に　　　整置し、両標尺の目盛を直接読み取　　　り高低差を求める

　②渡河水準測量

　　・直接水準測量で結べない水準路線を　　　連結する目的で、２点間の高低差を　　　レベル、標尺、目標板を用い直接観　　　測する

　③間接水準測量

　　・２点間の高低差をＴＳ等を用い、角　　　度、距離を観測し、間接的に求める

水準測量03
　○既知点の種類、既知点間の路線長

　　１級水準測量：１等水準点

　　　　　　　　　１級水準点

　　　　　　　　　150km以下

　　２級水準測量：１～２等水準点

　　　　　　　　　１～２級水準点

　　　　　　　　　150km以下

　　３級水準測量：１～３等水準点

　　　　　　　　　１～３級水準点

　　　　　　　　　50km以下

　　４級水準測量、簡易水準測量：

　　　　　　　　　１～３等水準点

　　　　　　　　　１～４級水準点

　　　　　　　　　50km以下

水準測量04
　○級別の測量適用

　　・１級水準測量：地盤変動調査、

　　　　　　　　　トンネル、ダム施工

　　・２級水準測量：

　　　　　　　地盤変動調査（変動大の）

　　　　　　　水準基標測量（河川測量）

　　・３級水準測量：

　　　　仮ＢＭ設置測量（平地路線測量）

　　　　定期縦断測量（平地の河川測量）

　　・４級水準測量：

　　　　仮ＢＭ設置測量（山地路線測量）

　　　　縦断測量（平地の路線測量）

　　　　横断測量（平地の路線測量、

　　　　　　　　　　　　　　詳細測量）

　　　　定期縦断測量（山地の河川測量）

　　・簡易水準測量：

　　　　縦断測量（山地の路線測量）

　　　　横断測量（山地の路線測量、

　　　　　　　　　　　　　　詳細測量）

　　　　標定点測量（空中写真）

　　　　地形補備測量（現地で等高線、

　　　　　　　　　　　　標高点を補備）

水準測量05
　○順序

　　①作業計画

　　②選点

　　③測量標の設置

　　④観測

　　⑤計算（現地計算、平均計算）

　　⑥成果等の整理

水準測量06
　④観測

　　・往復（簡易水準測量を除く）

　　・標尺測点数は偶数

　　・レベル視準距離を等しく、両標尺を　　　直線上に整置

　　・レベル脚は特定２脚と視準線が常に　　　平行、かつ進行方向に左右交互に整　　　置

水準測量07
　○視準距離、標尺読定

　　　　　　　　　　視準距離　　  読定

　　１級水準測量： 　　　50m　　 0.1mm

　　２級水準測量： 　　　60m　　　 1mm

　　３級、４級水準測量： 70m　 　　1mm

　　簡易水準測量： 　　　80m 　　　1mm

水準測量08
　○標尺の読定方法（１級、２級水準測量）

　　　後視：左小目盛

　　　前視：左小目盛

　　　前視：右大目盛

　　　後視：右大目盛

水準測量09
　○往復観測の較差：S=片道km

　　１級水準測量：2.5mm√S

　　２級水準測量： 5mm√S

　　３級水準測量：10mm√S

　　４級水準測量：20mm√S

水準測量10
　⑤点検計算

　　全単位水準環について、全水準路線の　　環閉合差、既知点から既知点の閉合差　　を計算し、観測値の良否を判定する

水準測量11
　○環閉合差：S=片道km

　　１級水準測量： 2mm√S

　　２級水準測量： 5mm√S

　　３級水準測量：10mm√S

　　４級水準測量：20mm√S

水準測量12
　○既知点から既知点の閉合差：S=片道km

　　１級水準測量： 15mm√S

　　２級水準測量： 15mm√S

　　３級水準測量： 15mm√S

水準測量13
　○観測のＭＥ（単位重量当り）

　　１級水準測量： 2mm

　　２級水準測量： 5mm

　　３級水準測量：10mm

水準測量14
　○精度管理

　　④観測

　　　・検定済機器の使用

　　　・往復差が制限内であること

　　　・視準距離が制限内であること

　　　・標尺の視準位置と傾きが正常

　　　・レベルの鉛直軸傾きが正常

　　　・観測値の点検

　⑤計算内容

　　　・標尺補正、楕円補正、環閉合差の　　　　点検

水準測量15
　○成果等の整理

　　①観測成果表、平均成果表

　　②成果数値データ

　　③観測手簿

　　④計算簿

　　⑤点の記

　　⑥水準路線図

　　⑦建標承諾書

　　⑧精度管理表

　　⑨点検測量簿

　　⑩平均図、選点図

　　⑪測量標識の地上写真

　　⑫測量標設置位置通知書

　　⑬基準点現況調査報告書

　　⑭他資料

　○成果区分

　　測量成果：①②

　　測量記録：③④⑤⑥

　　管理資料：⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭

水準測量16
　○点検事項

　　①観測成果表、平均成果表

　　　・数値の誤り、必要事項の記入漏れ

　　③観測手簿

　　　・誤記、誤算、往復差の再測後の

　　　　採用方法

　　④計算簿

　　　・誤算、符号、各補正値の数値、

　　　　閉合差の制限

　　⑤点の記

　　　・点名、等級、所在地、所有者の

　　　　住所氏名、順路、略図

　　⑥水準路線図

　　　・水準点番号、路線

　　⑦建標承諾書

　　　・点名、所有者の住所、氏名、

　　　　所在地、印漏れ

　　⑧精度管理表

　　　・誤記、閉合差の制限、

　　　　点検測量の結果、符号

　　⑩平均図

　　　・既知点、新点の番号

　　⑫測量標設置位置通知書

　　　・等級、点名、所在地、標識種類

　　　　番号、設置年月日、所官庁、

　　　　所有者

　　⑬基準点現況調査報告書

　　　・図名、等級、種類、点番号、

　　　　故障分類

測量士　チェック部品集

[NO.15］　路線測量

路線測量01
　○路線測量：

　　線状築造物建築のための調査、計画、　　実施設計等に用いる測量

路線測量02
　○作業工程

　　①作業計画

　　②線形決定

　　③ＩＰ設置測量

　　④中心線測量

　　⑤仮ＢＭ設置測量

　　⑥縦断測量

　　⑦横断測量

　　⑧詳細測量

　　⑨用地幅杭設置測量

路線測量03
　①作業計画

　　・作業計画

　②線形決定

　　・路線選定

　　・条件点の観測

　　・条件点の計算

　　・ＩＰの決定

　　・線形の決定

　　・線形図の作成

　　・精度管理

　③ＩＰ設置測量

　　・ＩＰ設置の逆計算

　　・ＩＰ設置

　　・精度管理

　④中心線測量

　　・中心点、主要点設置の逆計算

　　・中心点、主要点の設置

　　・点検測量

　　・保護杭、引照杭の設置

　　・精度管理

　　・線形図、地形図の作成

　⑤仮ＢＭ設置測量

　　・仮ＢＭ選点

　　・仮ＢＭ設置

　　・観測

　　・計算

　　・点検測量

　　・精度管理

　⑥縦断測量

　　・観測

　　・計算

　　・点検測量

　　・縦断図の作成

　　・精度管理

　⑦横断測量

　　・観測

　　・計算

　　・点検測量

　　・横断図の作成

　　・精度管理

　⑧詳細測量

　　・平板測量

　　・縦断測量

　　・横断測量

　　・精度管理

　⑨用地幅杭設置測量

　　・幅杭座標計算

　　・幅杭逆打計算

　　・幅杭設置

　　・杭打図の作成

　　・用地幅杭点間測量

　　・精度管理

　○その他

　　・点検

　　・納品

路線測量04
　②線形決定

　　・路線選点結果に基づき地形図上で

　　　ＩＰ位置を座標値で定め、線形図を　　　作成する作業

　　・４級以上の基準点を用い放射法によ　　　り行う

　　・1/1000以上の地形図を用い、設計条　　　件、現地状況を勘案して決定する

　　・線形図作成は、主要点、中心点の座　　　標値を展開する

　○距離、角度の許容値

　　　　　　　方法　　　較差の許容

　　水平角：  １対回 　　　40"

　　鉛直角： 0.5対回 　　　40"

　　距離　： ２回測定　　　5mm

　○条件点間距離が直接測定できない場合

　　・条件点の座標値決定に用いた既知点　　　以外の既知点から、別に求めた座標　　　値の較差、ＴＳの対辺測定機能を用　　　いて条件点間距離を測定し、その較　　　差より確認する

　　・座標値により確認する場合は短い方　　　の距離を使用する

路線測量05 

　③ＩＰ設置測量：

　　・ＩＰ点を現地に設置する作業

　　・線形決定の座標値より、４級以上の　　　基準点を用い放射法により行う

　　・座標値が無い場合は、現地主要構造　　　物の図上距離から現地基準点を交会　　　し設置する

　　・ＩＰ杭には、引照点杭、保護杭を設　　　置する

　○距離、角度の許容値

　　　()内は30m未満の場合を示す

　　・平地

　　　　距離：S/3000 (10mm)

　　　　角度：60"

　　・山地

　　　　距離：S/2000 (15mm)

　　　　角度：90"

　　　　　　S：点間距離の計算値

路線測量06
　④中心線測量：

　　・主要点、中心点を現地に設置し、線　　　形図、地形図を作成する作業

　　・中心点設置は、４級以上の基準点、　　　ＩＰ、主要点を用い放射法で行う

　　・線形地形図は、地形図に主要点、中　　　心点の座標値を展開し作成する

　○中心点間隔

　　道路

　　　　計画調査：100mまたは50m

　　　　実施設計： 20m

　　河川

　　　　計画調査：100mまたは50m

　　　　実施設計： 20mまたは50m

　　海岸

　　　　実施設計： 20mまたは50m

　○点検測量

　　・隣接中心点の点間距離の計算値と測　　　定値較差を求める方法により行う

　○距離、角度の許容値

　　　()内は20m未満の場合を示す

　　・平地

　　　　距離：S/2000 (10mm)

　　　　角度：2"

　　・山地

　　　　距離：S/1000 (20mm)

　　　　角度：3"

　　　　　　S：点間距離の計算値

　○標杭の設置

　　・主要点には役杭を、中心点には中心　　　杭を設置する

　　・役杭には必要に応じ引照点杭、保護　　　杭を設置する

　　・役杭、中心杭には、識別名、名称等　　　を記入する

　　・引照点杭設置時には、引照点図を作　　　成する

　　・点の記を作成する

路線測量07
　○現地法

　　・ＩＰにトランシットを設置し、その　　　場で半径等、線形諸元を計算する

　　・主要点は、ＩＰを基準とする視通法、　　　放射法で設置する

　　・中心点は、役杭を基準とする視通法、　　　放射法、視距法で設置する

　○図上法

　　・ＩＰ座標を測定し、決定座標値に基　　　づき線形諸元を計算する

　　・主要点は、ＩＰ、基準点を与点とす　　　る視通法、放射法で設置する

　　・中心点は、主要点、基準点を与点と　　　する視通法、放射法、視距法で設置　　　する

　○解析法

　　・近傍の基準点から放射法で主要点、　　　中心点を設置する

　　・主要点のみ別の基準点から放射法で　　　検測する

路線測量08
　⑤仮ＢＭ設置測量：

　　・縦断測量、横断測量に必要な水準点　　　（仮ＢＭ）を現地に設置し、標高を　　　求める作業

　　・河川等で距離標のある時は仮ＢＭと　　　して使用してよい

　　・平地：３級水準測量

　　・山地：４級水準測量

　　・間隔：0.5kmを標準

　　・標杭(仮ＢＭ杭）を設置する

　　・点の記を作成する

路線測量09
　⑥縦断測量：

　　・中心杭等の標高を定め縦断図を作成　　　する作業

　　・中心杭高、中心点、中心線上の地形　　　変化点（縦断変化点）の地盤高、中　　　心線上の主要構造物の標高を定める

　　・仮ＢＭまたは同等以上の水準点に基　　　づき、平地：4級水準測量

　　　　　　山地：簡易水準測量

　　・主要構造物の縦断変化点位置は、中　　　心点からの距離を測定し定める

　　・仮ＢＭまたはＴＰ中間点の観測は中　　　間視による

　　・直接水準測量に代え間接でもよい

路線測量10
　○縦断測量の基準

　　・観測基準点は仮ＢＭとし、仮ＢＭか　　　ら出発し他の仮ＢＭに結合する

　　・往路観測は中心杭高、中心杭、縦断　　　変化点杭、地盤高、中心線上の主要　　　構造物の標高を測定する

　　・復路観測は中心杭高のみ測定する

　　・間接水準測量は、単観測昇降式で往　　　復観測とする

　　・閉合差は、簡易水準測量の閉合差と　　　する

　　・縦断変化点、主要構造物の位置は、　　　中心点から距離測定し定める

　　・縦断変化点杭を設置する

　　・距離精度

　　　　　平地：S/1000

　　　　　山地：S/500

路線測量11
　○縦断図の作成

　　・距離を表す横縮尺は線形地形図の

　　　縮尺と同一とする

　　・高さを表す縦縮尺は線形地形図の

　　　5～10倍を標準とする

　　・縦断図の記入項目

　　　　曲線方向、切盛高、片勾配、拡幅

路線測量12
　⑦横断測量：

　　・中心杭等を基準とし、中心点の中心　　　線接線に対し直角方向の線上の地形　　　変化点、地物、中心点からの距離、　　　地盤高を定め、横断図を作成する作　　　業

　　・直接水準測量により行う

　　・中心点からの距離を鋼巻尺で測定し、　　　標高はレベルで測定する

　　・急峻山地は間接水準測量により行い、　　　標高はトランシット、光波で測定す　　　る

路線測量13
　○横断測量の基準

　　・横断方向の末端見通杭を設置する

　　・測量の基準点は中心杭、計画機関の　　　指定する縦断変化点杭とする

　　・間接水準測量は単観測昇降方式によ　　　る

　　・点検測量は、点検測量率によって選　　　択された横断面について再度横断測　　　量を実施し、その結果に基づいて描　　　画した横断図を先に描画した横断図　　　の中心点、末端見通杭を固定し重ね　　　横断形状を比較する

　　・距離、標高の許容値

　　　　平地

　　　　　　距離： L/500

　　　　　　標高：2cm+5cm√L/100

　　　　山地

　　　　　　距離：L/300

　　　　　　標高：5cm+15cm√L/100

　　　　　　　L：中心杭と末端見通杭の　　　　　　　　　測定距離(m)

　　・横断図の縮尺

　　　　縦断図の縦縮尺と同一を標準

路線測量14
　⑧詳細測量：

　　・主要構造物の設計に必要な詳細平面　　　図、縦断図、横断図を作成する作業

　　・地形測量、数値地形測量により詳細　　　平面図を作成する

　　・縦断図は縦断測量により作成する

　　・横断図は横断測量により作成する

　　・詳細平面図の縮尺は1/250以上とす　　　る

　　・縦断図の横縮尺は詳細平面図と同一、

　　　縦縮尺は1/100を標準とする

　　・横断図の縮尺は縦断図の縦縮尺と同　　　一とする

路線測量15
　⑨用地幅杭設置測量：

　　・取得等に係る用地範囲を示し、中心　　　線接線直角方向の所定位置に、用地　　　幅杭を設置し杭打図を作成する作業

　　・中心点等から中心線直角方向の用地　　　幅杭点の座標を計算

　　・４級以上の基準点、主要点、中心点　　　から放射法により用地幅杭を設置

　　・杭打図の作成は、用地幅杭点の座標　　　値と中心点座標値を展開し作成する

路線測量16
　○用地幅杭点間測量

　　・隣接する用地幅杭点間の全辺距離を　　　現地で測定し、計算した用地幅杭点　　　間距離と比較する

　　・設置杭は測点番号、中心杭からの距　　　離を表示

　　・距離、角度の許容値

　　　　　　S：点間距離の計算値

　　　　市街地

　　　　　　　20m未満：　10mm

　　　　　　　20m以上：　S/2000

　　　　　　　角度：　　　90"

　　　　平地

　　　　　　　20m未満：　20mm

　　　　　　　20m以上：　S/1000

　　　　　　　角度：　　　90"

　　　　山地

　　　　　　　20m未満：　50mm

　　　　　　　20m以上：　S/400

　　　　　　　角度：　　　90"

路線測量17
　精度管理

　　①作業計画

　　　・作業期間

　　　・基準点の配置

　　　・使用既知点、機器の適否

　　③ＩＰ設置測量

　　　・計算点検

　　　・測量方法の適否

　　　・測定精度の確保

　　　　　(距離：1/3000.角度：60")

　　　・点検測量の実施

　　　・ＩＰ杭番号の記入

　　　・引照点杭、保護杭の設置

　　⑤仮ＢＭ設置測量

　　　・路線沿いに、0.5kmに1点を標準と　　　　し、後続の縦断、横断測量に便利　　　　な場所、地盤堅固な場所に設置す　　　　る

　　　・３級水準測量で行い、上級の水準　　　　点に結合する

　　⑥縦断測量

　　　・地盤高の測定は４級水準測量で行　　　　い、仮ＢＭに結合する

　　　・距離測定精度の確保：1/1000

　　　・中心杭以外の必要位置を測定する

　　　・地盤高の測定位置を統一する

　　　　（起点から終点に向いて起点側）

　　⑦横断測量

　　　・末端見通杭の設置

　　　・測定精度の確保

　　　　　　距離：L/500

　　　　　　標高：2cm+5cm√L/100

　　　・縦断図の縦縮尺と横断図の縮尺を　　　　統一する

　　⑨用地幅杭設置測量

　　　・距離測定は直接測距法を優先する

　　　・測定精度の確保

　　　　　　距離：2cm以内

　　　　　　角度：90"

　　　・点検測量の実施

　　　・幅杭番号を記入

　　　・杭打図の作成

　　⑩成果品等整理

　　　・成果等の点検

　　　・成果の検定

　　　・総合的再確認

路線測量18
　成果

　　①観測手簿

　　　・条件点設置

　　　・仮ＢＭ設置測量

　　　・縦断測量

　　　・横断測量

　　　・詳細測量

　　②計算簿

　　　・線形決定

　　　・条件点設置

　　　・ＩＰ設置測量

　　　・中心線測量

　　　・用地幅杭設置測量

　　③成果表

　　　・条件点設置

　　　・仮ＢＭ設置測量

　　　・（縦断測量、詳細測量）

　　④平板原図

　　　・詳細測量

　　⑤線形図

　　　・線形決定

　　⑥線形地形図

　　　・中心線測量

　　⑦杭打図

　　　・用地幅杭設置測量

　　⑧縦断図

　　　・縦断測量

　　　・横断測量

　　　・詳細測量

　　⑨横断図

　　　・縦断測量

　　　・横断測量

　　　・詳細測量

　　⑩詳細平面図

　　　・詳細測量

　　⑪引照点図

　　　・中心線測量

　　⑫点の記

　　　・ＩＰ設置測量

　　　・中心線測量

　　　・仮ＢＭ設置測量

　　⑬方眼原図

　　　・縦断測量

　　　・横断測量

　　　・詳細測量

　　⑭精度管理表

　　　・条件点設置

　　　・ＩＰ設置測量

　　　・中心線測量

　　　・仮ＢＭ設置測量

　　　・縦断測量

　　　・横断測量

　　　・詳細測量

　　　・用地幅杭設置測量

　　⑮他資料

測量士　チェック部品集

[NO.16］　河川測量

河川測量01
　○河川測量

　　・河川海岸等の調査、河川維持管理等　　　に用いる測量

　　・河川の形状、水位、深浅、断面、勾　　　配を測定

　　・流速、流量を調査

　　・高さの基準

　　　　河川：水系ごとの河川基準面

　　　　海岸：基本水準面(DL)

河川測量02
　作業工程

　　①作業計画

　　②距離標設置測量

　　③水準基標測量

　　④定期縦断測量

　　⑤定期横断測量

　　⑥深浅測量

　　⑦法線測量

　　⑧海浜、汀線測量

河川測量03
　①作業計画

　　・作業計画

　②距離標設置測量

　　・位置の決定

　　・距離標の埋設

　　・距離標の位置図作成

　　・精度管理

　③水準基標測量

　　・水準基標の設置

　　・観測

　　・計算

　　・点の記の作成

　　・整理

　　・点検

　　・精度管理

　④定期縦断測量（左右岸）

　　・縦断観測

　　・構造物の調査測量

　　・計算

　　・整理

　　・点検

　　・縦断図の作成

　　・精度管理

　⑤定期横断測量（陸部）

　　・末端見通杭、見通杭、水際杭の打設

　　・距離標見通杭、末端見通杭、水際杭　　　間の距離を測定

　　・横断観測

　　・計算

　　・整理

　　・点検

　　・横断記簿の作成

　　・横断図の作成

　　・精度管理表（陸部）

　⑥深浅測量（水部）

　　・水深観測

　　・計算

　　・整理

　　・点検

　　・横断記簿の作成

　　・横断図の作成

河川測量04
　①作業計画

　　・河川、海岸の測量に必要な状況を把　　　握し、河川測量の細分ごとに主任技　　　術者が作成する

　　・天候障害を受けやすい潮の干満、ダ　　　ム放水等を考慮する

河川測量05
　②距離標設置測量

　　・河心線接線に対し直角方向の両岸の　　　堤防法肩、法面等に距離標を設置す　　　る作業

　　・測量を繰り返し、河床、堤防、縦断　　　面、横断面の変動状態を捉える

　　・地形図上で位置を選定し、座標値に　　　基づき、近傍の３級基準点等から放　　　射法で行う

　　・距離標の設置間隔：200mを標準

　　・河川の河口または幹川の合流点に設　　　けた起点から河心に沿って行う

　　・距離標の位置を示す点の記を作成

河川測量06
　③水準基標測量

　　・定期縦断測量の基準となる水準基標　　　の標高を定める作業

　　・１等（級）水準点より行う

　　・２級水準測量により行う

　　・水準基標の設置間隔：20km以下標準

　　・水位標に近い位置に設置する

　　・水準基標の位置を示す点の記を作成

河川測量07
　④定期縦断測量

　　・定期的に距離標等について縦断測量　　　を実施し、縦断図を作成する作業

　　・左右両岸の距離標の標高、堤防変化　　　点、地盤、主要構造物について、距　　　離標からの距離と標高を測定する

　　・水準基標を出発し他の水準基標に結　　　合する

　　　　　平地：３級水準測量

　　　　　山地：４級水準測量

　　　　　　　（４級水準測量に代えて

　　　　　　　　間接水準測量でもよい）

　　・間接水準測量は、単観測昇降式で往　　　復観測を行う

　　・閉合差は簡易水準測量の閉合差とす　　　る

　　○縦断図の縮尺

　　　横縮尺：1/1000～1/10000

　　　縦縮尺：1/100～/200

河川測量08
　○堤防上変化点構造物の位置：

　　・距離標から次の距離標の直線上で、　　　対象物が直角となる地点の直接距離　　　を測定する

　　・近傍の距離標を既知点とし、構造物　　　を放射法により観測し、座標値を用　　　いて、距離標からの距離を決定する

河川測量09
　○縦断図の記入項目

　　・測点

　　・単距離

　　・追加距離

　　・計画河床高

　　・最低河床高

　　・計画高水敷高

　　・計画高水位

　　・計画堤防高

　　・左岸堤防高

　　・右岸堤防高

　　・水準基標

　　・水位標

　　・構造物の名称、位置、標高

河川測量10
　⑤定期横断測量

　　・定期的に左右岸距離標の視通線上の　　　横断測量を実施し、横断図を作成す　　　る作業

　　・左右距離標の視通線上の地形変化点　　　等について、距離標からの距離、標　　　高を測定する

　　・水際杭を境に陸部と水部に分ける

　　・陸部は、左右岸の距離標を基準とし、　　　地形変化点を中間視し水際杭に結合　　　する

　　・水部は、左右岸の水際杭を基準とし　　　深浅測量を実施する

　　・横断図の作成は、定期横断測量の結　　　果より行う

河川測量11
　○定期横断測量の基準（陸部）

　　・測点間：10m以内

　　・測量範囲：堤内20～50m

　　・測線間隔：100～250m

　　・横断図の縮尺

　　　　　横縮尺：1/100～1/10000

　　　　　縦縮尺：1/100～/200

　　・距離標、水際杭、構造物の位置を表　　　示

　　・左岸の距離標を基準とし追加距離を　　　＋－で表示

河川測量12
　⑥深浅測量

　　・河川、貯水池、湖沼、海岸の水底部　　　の地形を明らかにするため水深、測　　　深位置（船位）、水位（潮位）を測　　　定し、横断図を作成する作業

　　○精度

　　　・定期横断、流量観測横断：±15cm

　　　　　　　　　　　（距離精度1/300）

　　　・急流横断：±30cm

　　　・緩流横断：±20cm

　　　・湖、ダム：±(10+h/100)cm

　　　・海岸：±(20+h/100)cm

　　　　　　　h：深さcm

　　○横断図の作成

　　　・横縮尺：1/100～1/10000

　　　・縦縮尺：1/100～1/200

　　　・横断図には水際杭の位置を表示

河川測量13
　○水深測定

　　・音響測深機：1m以上

　　・音波が水底から反射する時間を測定

　　・観測深度補正を行う

　　・バーチェックの実施：１回／日

　　・ロッド（測深棒）：2m以内

　　・レッド（測深錘）：3 m以内(1kg)

　　・指定ピッチ位置で２回測定し平均値　　　をとる

河川測量14
　○測深位置（船位）

　　測定機器と間隔

　　　・ワイヤロープ：5m

　　　　　　　　水際杭からの距離で決定

　　　・ＴＳ：50～100m

　　　　　　　水際杭に設置し、対岸水際　　　　　　　杭の見通線上を走行する船　　　　　　　のミラーをトラッキングで　　　　　　　追尾し、水際杭からの距離　　　　　　　を測定

　　　・ＧＰＳ：50～100m

　　　　　　　見通線上を走行する船の

　　　　　　　ＧＰＳ受信機アンテナを用　　　　　　　いキネマティック法により　　　　　　　測定

河川測量15
　○水位測定（潮位）

　　・水位標、検潮所、仮水位標により観　　　測する

　　・直接水準測量は、水準点、水際杭か　　　ら観測する

河川測量16
　成果

　　①観測手簿

　　　・距離標設置測量

　　　・水準基標測量

　　　・定期縦断測量

　　　・定期横断測量

　　　・深浅測量

　　　・法線測量

　　　・海浜測量

　　　・汀線測量

　　②計算簿

　　　・距離標設置測量

　　　・水準基標測量

　　　・法線測量

　　　・海浜測量

　　　・汀線測量

　　③成果表

　　　・距離標設置測量

　　　・水準基標測量

　　　・定期縦断測量

　　④縦断図

　　　・定期縦断測量

　　⑤横断図

　　　・定期横断測量

　　　・深浅測量

　　⑥線形図

　　　・法線測量

　　⑦等高、等深線図

　　　・海浜測量

　　⑧汀線図

　　　・汀線測量

　　⑨点の記

　　　・距離標設置測量

　　　・水準基標測量

　　⑩精度管理表

　　　・距離標設置測量

　　　・水準基標測量

　　　・定期縦断測量

　　　・定期横断測量

　　　・法線測量

　　　・海浜測量

　　⑪方眼原図

　　　・定期縦断測量

　　　・定期横断測量

　　　・深浅測量

　　⑫他資料

測量士　チェック部品集

[NO.17］　用地測量

用地測量01
　○用地測量：

　　・土地、境界等を調査し用地取得等に　　　必要な資料、図面を作成する作業

　　・４級基準点測量、４級水準測量以上　　　の精度をもつ基準点に基づき行う

用地測量02
　作業工程

　　①作業計画

　　②資料調査

　　③境界確認

　　④境界測量

　　⑤境界点間測量

　　⑥面積計算

　　⑦用地実測図原図等作成

用地測量03
　①作業計画

　　・用地測量実施区域の地形、土地利用、　　　植生状況等を把握し、用地測量の細　　　分ごとに作業計画を作成する

　　・作業計画書

　　（作業方法、使用主要機器、日程要員）

　　・既存成果の借用

　　・測量調査範囲の確認

　　・権利者資料の借用

用地測量04
　②資料調査

　　・土地取得等に係る土地の用地測量に　　　必要な資料を整理、作成する作業

　　・作業計画に基づき法務局に備る地図、　　　地図に準ずる図面（公図）、公共団　　　体に備る地図等（公図等）の転写等　　　を、土地登記簿調査、建物登記簿調　　　査、権利者確認調査に区分し行う

用地測量05
　○公図転写

　　・管轄法務局に備る公図等に基づき転　　　写図を作成し行う

　　・調査区域が広域に及ぶときは転写連　　　続図を作成する

用地測量06
　○土地登記簿調査：

　　・管轄法務局に備る土地登記簿登記事　　　項証明書等に基づき土地調査表を作　　　成し行う

　　・土地の所在、地番、地目、地積、所　　　有者名（登記名義人）住所、共有者　　　の持分、所有権以外の権利登記名義　　　人・住所・氏名・名称、権利の種類　　　内容、権利の始期存続期間、仮登記　　　予告登記の内容

　○土地調査表：

　　・土地登記簿調査、権利者資料、現地　　　調査の地形、土地利用状況、植生状　　　況、権利者確認を行い作成する

用地測量07
　○建物登記簿調査：

　　・管轄法務局に備る建物登記簿登記事　　　項証明書等に基づき建物登記簿調査　　　表を作成し行う

　　・建物の所在、家屋番号、種類、構造、　　　床面積、所有者名（登記名義人）氏　　　名・名称・住所、共有者の持分、所　　　有権以外の権利登記名義人住所・氏　　　名・名称、権利の種類内容、権利の　　　始期存続期間、仮登記予告登記の内　　　容

　○建物登記簿等調査表：

　　・建物登記簿調査、建物図面、現地調　　　査の権利者確認を行い作成する

用地測量08
　○権利者確認調査：

　　・計画機関が貸与する資料等に基づき、　　　権利者調査表を作成し行う

用地測量09
　③境界確認：

　　・現地一筆ごとに土地境界（境界点）　　　を確認する作業

　　　　・境界確認の立会通知

　　　　・境界立会（官民、民民）

　　　　・境界確定：土地境界立会確認書

　　　方法：

　　　　・現地で転写図、土地調査表に基　　　　　づき、関係権利者立会の上、境　　　　　界点を確認、所定の標杭を設置

　　　範囲：

　　　　・一筆を範囲とする画地

　　　　・一筆の土地でも所有者以外の権　　　　　利を設定している時は、権利ご　　　　　との画地

　　　　・一筆の土地でも一部が異なる現　　　　　況地目の時は、現況地目ごとの　　　　　画地

　　　基準：

　　　　・各関係権利者に対し、立会を求　　　　　める日定を事前に通知する

　　　　・境界点に既設標識が設置されて　　　　　いる時は、境界点とできる

　　　　　（関係権利者同意が必要）

　　　　・境界杭亡失等の時は、境界点復　　　　　元測量を行う

　　　　　（関係権利者の確認が必要）

　　　　・境界確認完了時は、土地境界立　　　　　会確認書を作成し、関係権利者　　　　　全員に確認署名押印を求める

用地測量10
　④境界測量

　　・現地で境界点を測定し、座標値等を　　　求める作業

　　　　　・補助基準点の設置

　　　　　・境界点測量

　　　　　・座標、距離、方向角計算

　　　　　・用地境界仮杭の設置

　　　　　・用地境界杭の設置

　　　　　・観測手簿、計算書

　　　方法：

　　　　・４級以上の基準点から放射法に　　　　　よる

　　　　・やむを得ない時は補助基準点を　　　　　設置する

　　　　・測量結果に基づき、計算から境　　　　　界点の座標値、境界点間距離、　　　　　方向角を求める

用地測量11
　○数値法

　　・ＴＳ、トランシット、光波を用い、　　　４級基準点から放射法により境界座　　　標を求める

　○図上法

　　・基準点に平板を設置し、放射法によ　　　り、境界点位置を直接図示する

用地測量12
　○表示単位

　　　方向角：1"

　　　距離：0.001m

　　　座標値：0.001m

　　　面積：0.000001m2

　○距離、角度の許容値

　　　水平角： 0.5対回

　　　鉛直角： 0.5対回

　　　距離　： ２回測定 5mm

用地測量13
　○補助基準点

　　・放射法の基点となる基準点を家屋の　　　密集等で設置できない場合に設置す　　　る

　　・基準点からの辺長100m以内、節点１　　　点以内の開放多角測量により設置す　　　る

　　・所定標杭を設置する

　○補助基準点の許容値

　　　水平角：２対回（0ﾟ、90ﾟ）

　　　　　　倍角差：60"

　　　　　　観測差：40"

　　　鉛直角：１対回 60"

　　　距離　：２回測定 5mm

用地測量14
　○用地境界仮杭設置

　　・用地幅杭位置以外の境界線上で用地　　　境界杭の設置が必要な場合に、現地　　　に用地境界仮杭を設置する作業

　　・用地幅杭または用地境界仮杭と同一　　　点に、所定の用地境界杭（コンクリ　　　ート杭）を設置換する作業

　　　方法：

　　　　・交点計算による用地境界仮杭の　　　　　座標値に基づき、４級基準点よ　　　　　り放射法で行う

　　　　・用地幅杭線と境界線の交点を視　　　　　通法により決定する

　　　　Ｖ型：

　　　　　　・ﾄﾗﾝｼｯﾄ－求点－ﾄﾗﾝｼｯﾄ

　　　　　　・２台のトランシットを据え、　　　　　　　視準線の交点に設置する

　　　　　　・正確、能率悪い、

　　　　　　　変形地に適する

　　　　Ｘ型：

　　　　　　・水糸－求点－水糸

　　　　　　・４本の杭の対角線上に水糸　　　　　　　を張り、交差点に設置する

　　　　　　・トランシット不要、能率的、

　　　　　　　変形地に不適

　　　　直線型：

　　　　　　・ＴＳ－求点

　　　　　　・ＴＳ（トランシット＋鋼巻　　　　　　　尺）を用い方向と距離によ　　　　　　　り設置する

　　　　　　・トランシットは自由な位置　　　　　　　据付できる、

　　　　　　　数点同時に設置可能

用地測量15
　○用地境界仮杭と用地幅杭

　　・用地境界仮杭：

　　　　　　境界確認において確認した　　　　　　　画地境界と用地幅杭線の交点

　　・用地幅杭：

　　　　　　中心杭、役杭等からの中心線　　　　　　直角方向の用地幅杭点

用地測量16
　⑤境界点間測量

　　・境界測量等の隣接境界点間距離を測　　　定し、精度を確認する作業

　　・距離計算値と測定値を比較する

　　・境界測量、用地境界仮杭設置、用地　　　境界杭設置の終了時に行う

　　・隣接する境界点間、境界点と用地境　　　界点との距離を全辺現地測定し、用　　　地幅杭設置測量で計算された距離と　　　比較し行う

　○許容値

　　　平地：S/2000 (10mm)

　　　山地：S/1000 (20mm)

　　　　　　()内は20m未満の場合を示す

用地測量17
　⑥面積計算

　　・境界測量の成果に基づき、各筆等の　　　取得用地の面積、残地の面積を算出　　　する作業

　　・座標法、数値三斜法により行う

　　・面積計算：

　　　　　用地取得する又は使用する区域　　　　　取得等の区域に対して行う

　　・残地計算：

　　　　　一筆の土地が用地幅杭線により　　　　　３分割以上の場合、または一筆　　　　　の土地の残地が一画地として利　　　　　用困難な場合に行う

用地測量18
　⑦用地実測図原図等作成

　　・前節までの結果に基づき、用地実測　　　図原図、用地平面図を作成する作業

　　・用地実測図原図：

　　　　　境界点等を図紙に展開する

　　・用地平面図：

　　　　　用地実測図原図の境界点等の必　　　　　要事項を透写し、現地建物等の　　　　　必要項目を測定し描画する

　　・図紙厚0.075mm（300番）のポリエス　　　テルフィルム

　　・縮尺：1/250

　　・境界点展開精度：図上0.3mm以内

　　・着墨仕上

用地測量19
　○用地実測図原図の表示項目

　　・基準点、境界点（官民、所有権、借　　　地、地上権）、境界線

　　・面積計算表

　　・各筆の地番、地目、土地所有者、借　　　地人等の氏名

　　・境界辺長

　　・隣接地番

　　・用地の三斜、数字

　　・借地境界、三斜、数字

　　・用地取得線

　　・図面名称、方位、座標線、縮尺、測　　　量完成年月日、測量計画機関作業機　　　関名称、土地測量従事者の記名押印

　　・区市長村名、大字、字名、町丁名、　　　境界線

　　・用地幅杭点、用地境界点位置

　　・現況地目

　　・画地、残地面積

　　・他指示事項

用地測量20
　○用地平面図の表示項目

　　・基準点、境界点（官民、所有権、借　　　地、地上権）、境界線

　　・各筆の地番、地目、土地所有者、借　　　地人等の氏名

　　・用地幅杭点、用地境界点位置、用地　　　取得線

　　・行政界、市長村名、大字、字名、町　　　丁名

　　・現況地目

　　・建物、工作物

　　・道路名、水路名

　　・図面名称、配置、縮尺、方位、座標　　　線

　　・測量年月日、計画機関名、作業機関　　　名

　　・他指示事項

用地測量21
　○地籍調査

　　・地番、地目の調査

　　・境界、地積の調査

　　・調査結果を地図、簿冊に作成

　　・地上測量による地上法

　　　　図解法：

　　　　　　図解図根点に基づき平板測量　　　　　　から位置を図化

　　　　数値法：

　　　　　　数値図根点に基づきトランシ　　　　　　ット、光波で位置の座標値を　　　　　　求める

　　・空中写真測量による航測法

　　・併用法：地上測量による地上法と、　　　　　　　空中写真測量による航測法　　　　　　　を併用

　○地上法の工程

　　・事業計画、事業準備

　　・地籍図根三角測量

　　・地籍図根多角測量

　　・一筆調査

　　・地籍細部測量（数値法）

　　・地積測定

　　・地籍図、地籍簿の作成

用地測量22
　○地目：田、畑、宅地、塩田、鉱泉地、　　　　　池沼、山林、牧場、原野、墓地、

　　　　　境内地、運河用地、水道用地、　　　　　用悪水路、ため池、堤、井溝、

　　　　　保安林、公衆用道路、公園、

　　　　　雑種地

用地測量23
　○成果

　　②資料調査

　　　・公図等転写図

　　　・公図等転写連続図

　　　・土地調査表

　　　・建物登記簿調査表

　　　・権利者調査表

　　③境界確認

　　　・土地境界立会確認書

　　④境界測量

　　　・観測手簿

　　　・測量計算簿

　　⑤境界点間測量

　　　・精度管理表

　　⑥面積計算

　　　・面積計算書

　　⑦用地実測図原図等作成

　　　・用地実測図原図

　　　・用地平面図

　　　・精度管理表

� EMBED Photoshop.Image.4 \s ���








[image: image2.png]


_1065717464.psd

